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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局における非直交多元接続（ＮＯＭＡ）通信の方法であって、
　ベース層上で第１のユーザ機器（ＵＥ）のための第１のデータリソースエレメントを送
信することと、前記第１のＵＥはＮＯＭＡ通信のために構成されていない、
　エンハンスメント層上で第２のＵＥのためのデータを送信することと、前記第２のＵＥ
はＮＯＭＡ通信のために構成されており、ここにおいて、前記ベース層は前記エンハンス
メント層でオーバーレイされる、
　復調－基準信号を備える基準信号を送信することと、ここにおいて、前記復調－基準信
号は、第２のＵＥのエンハンスメント層復調－基準信号および第１のＵＥの復調－基準信
号を備え、ここにおいて、前記第２のＵＥのための前記第２のＵＥのエンハンスメント層
復調－基準信号と前記第１のＵＥの復調－基準信号とはオーバーラップする、
　前記第２のＵＥのエンハンスメント層復調－基準信号および前記第１のＵＥの復調－基
準信号を、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つのために使用することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記基準信号はセル－固有の基準信号を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに前記第１のＵＥが従
うべき第１のＵＥのトラフィック電力比を送信することをさらに備える、請求項２に記載
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の方法。
【請求項４】
　前記第１のＵＥを４相位相変調（ＱＰＳＫ）を使用する変調および符号化スキームに限
定するための信号を送信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　第１のＵＥの復調－基準信号に対する第１のＵＥのトラフィック電力比は、０ｄＢであ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＵＥのためのトラフィック電力比は、前記復調－基準信号に対して０ｄＢで
あり、前記第２のＵＥのトラフィック電力比は、前記エンハンスメント層復調－基準信号
に対して０ｄＢである、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　空間層が前記第１のＵＥおよび前記第２のＵＥによって共有されているとき、組み合わ
されたコンステレーションが一様であると限定されているとき、変調オーダーペアを使用
してベース層電力からエンハンスメント層電力を決定することをさらに備え、ここにおい
て、前記第１のＵＥはベース層ＵＥを備え、前記第２のＵＥはエンハンスメント層ＵＥを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）における非直交多元接続（ＮＯＭＡ）通信の方法であって、
前記第１のＵＥはＮＯＭＡ通信のために構成されており、前記方法は、
　ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信することと、前記第１のデータリ
ソースエレメントは第２のＵＥのために構成されており、前記第２のＵＥはＮＯＭＡ通信
のために予め構成されていない、
　エンハンスメント層上で前記第１のＵＥのためのデータを受信することと、前記ベース
層は前記エンハンスメント層でオーバーレイされる、
　復調－基準信号を備える基準信号を受信することと、ここにおいて、前記復調－基準信
号は、第１のＵＥのエンハンスメント層復調－基準信号および第２のＵＥの復調－基準信
号を備え、ここにおいて、前記第１のＵＥのための前記第１のＵＥのエンハンスメント層
復調－基準信号と前記第２のＵＥの復調－基準信号とはオーバーラップする、
　前記第１のＵＥのエンハンスメント層復調－基準信号および前記第２のＵＥの復調－基
準信号を、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つのために使用することと
、および
　前記第２のＵＥのための前記第１のデータリソースエレメントをキャンセルし、前記第
１のＵＥのための前記データを復号することと
　を備える、方法。
【請求項９】
　前記基準信号はセル－固有の基準信号を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに前記第２のＵＥが従
うべき第２のＵＥのトラフィック電力比を受信することをさらに備える、請求項９に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記セル－固有の基準信号を使用して前記第１のデータリソースエレメントを復調する
ことと、前記第２のＵＥのトラフィック電力比とは区別された別個のトラフィック電力比
を使用して前記第２のＵＥのための第２のデータを復調することと、をさらに備える、請
求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記復調－基準信号は、第１のＵＥの復調－基準信号を備える、請求項８に記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
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【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、２０１５年７月１０日に出願された「レガシーユーザ機器をベー
ス層として用いた非直交多元接続のための基準信号およびシグナリング設計」と題された
米国仮出願第６２／１９１，１７０号、および２０１６年６月８日に出願された「レガシ
ーユーザ機器をベース層として用いた非直交多元接続のための基準信号およびシグナリン
グ設計」と題された米国特許出願第１５／１７７，０７５号の優先権を主張し、それらの
全体は、参照によって本明細書に明示的に組み込まれる。
【０００２】
分野
　[0002]本開示は、概して通信システムに関し、より具体的には非直交多元接続通信シス
テムに関する。
【０００３】
背景
　[0003]電話通信、映像、データ、メッセージング、ブロードキャストのような様々な電
気通信サービスを提供するために、ワイヤレス通信システムが広く展開されている。典型
的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソースを共有することによって複
数のユーザとの通信をサポートすることができる多元接続技術を採用し得る。そのような
多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭ
Ａ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（Ｏ
ＦＤＭＡ（登録商標））システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムを含む
。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスに、市区町村レベル、国レ
ベル、地方レベルだけでなく、世界的なレベルでの通信さえ可能にさせる、共通のプロト
コルを提供するために、様々な電気通信標準規格に採用されてきている。例となる電気通
信標準規格は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）（登録商標）である。ＬＴＥは
、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）によって公表された、
ユニバーサルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）モバイル標準規格を向上させたもの
のセットである。ＬＴＥは、改良されたスペクトル効率、低減されたコスト、およびダウ
ンリンク上でＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク上でＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、および多
入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して、改良されたサービスを通じて、モバイ
ルブロードバンドアクセスをサポートするように設計されている。しかしながら、モバイ
ルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるのに伴い、ＬＴＥ技術にはさらな
る改良が必要とされている。これらの改良はまた、これらの技術を採用する他の多元接続
技術および電気通信標準規格に適用可能であり得る。
【０００５】
概要
　[0005]下記においては、１つ以上の態様の基本的な理解を提供するために、そのような
態様の簡略化された概要を提示する。この概要は、全ての考慮された態様の広範な概観で
はなく、全ての態様の鍵となる要素または重要な要素を識別することも、任意の態様また
は全ての態様の範囲を叙述することも意図されない。その唯一の目的は、後に提示される
より詳細な説明への前置きとして、簡略化された形態で１つ以上の態様のいくつかの概念
を提示することである。
【０００６】
　[0006]本開示のある態様において、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が
提供される。装置は、ベース層上で第１のユーザ機器（ＵＥ）のための第１のデータリソ
ースエレメントを送信する。第１のＵＥは、非直交多元接続（ＮＯＭＡ）通信のために構
成されていない。装置はまた、エンハンスメント層上で第２のＵＥのためのデータを送信
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する。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成されている。追加的に、ベース層は、エ
ンハンスメント層とオーバーレイされる。装置は、基準信号を送信する。レガシーＵＥと
ともに機能することは、非直交多元接続（ＮＯＭＡ）にとって有益であり得る。
【０００７】
　[0007]本開示の別の態様において、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が
提供される。装置は、ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信する。第１の
データリソースエレメントは、第２のＵＥのために構成されている。第２のＵＥは、ＮＯ
ＭＡ通信のために予め構成されていない。装置はまた、エンハンスメント層上で第１のＵ
Ｅのためのデータを受信する。ベース層は、エンハンスメント層とオーバーレイされる。
追加的に、装置は、基準信号を受信する。装置はまた、第２のＵＥのための第１のデータ
リソースエレメントと第１のＵＥのためのデータとの両方を復号する。
【０００８】
　[0008]本開示のある態様において、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が
提供される。装置は、ベース層上で第１のユーザ機器（ＵＥ）のための第１のデータリソ
ースエレメントを送信する。第１のＵＥは、非直交多元接続（ＮＯＭＡ）通信のために構
成されていない。装置はまた、エンハンスメント層上で第２のＵＥのためのデータを送信
する。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成されている。追加的に、ベース層は、エ
ンハンスメント層とオーバーレイされる。装置は、基準信号を送信する。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様において、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が
提供される。装置は、ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信する。第１の
データリソースエレメントは、第２のＵＥのために構成されている。第２のＵＥは、ＮＯ
ＭＡ通信のために予め構成されていない。装置はまた、エンハンスメント層上で第１のＵ
Ｅのためのデータを受信する。ベース層は、エンハンスメント層とオーバーレイされる。
追加的に、装置は、基準信号を受信する。装置はまた、第２のＵＥのための第１のデータ
リソースエレメントと第１のＵＥのためのデータとの両方を復号する。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様において、基地局におけるＮＯＭＡ通信の方法は、ベース層上
で第１のＵＥのための第１のデータリソースエレメントを送信することを含む。第１のＵ
Ｅは、ＮＯＭＡ通信のために構成されていない。方法は、エンハンスメント層上で第２の
ＵＥのためのデータを送信することを含む。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成さ
れている。ベース層は、エンハンスメント層とオーバーレイされる。方法はまた、基準信
号を送信することを含む。
【００１１】
　[0011]別の態様において、基準信号は、セル－固有の基準信号を含み得る。
【００１２】
　[0012]別の態様は、第１のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに第１
のＵＥが従うべき第１のＵＥのトラフィック電力比を送信することをさらに含み得る。
【００１３】
　[0013]別の態様は、第１のＵＥを、４相位相変調（ＱＰＳＫ）を使用する変調および符
号化スキームに限定するための信号を送信することをさらに含み得る。
【００１４】
　[0014]別の態様において、第２のＵＥのためのデータは、第２のＵＥのための第２のデ
ータリソースエレメントを含み得る。
【００１５】
　[0015]別の態様において、基準信号は復調－基準信号を含み得る。
【００１６】
　[0016]別の態様において、復調－基準信号は、第１のＵＥのための復調－基準信号を含
み得る。
【００１７】
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　[0017]別の態様において、第１のＵＥの復調－基準信号に対する第１のＵＥのトラフィ
ック電力比は、０ｄＢであり得る。
【００１８】
　[0018]別の態様において、復調－基準信号は、第２のＵＥのためのエンハンスメント層
復調－基準信号および第１のＵＥのための復調－基準信号を含み得る。エンハンスメント
層復調－基準信号および第１のＵＥのための復調－基準信号は、オーバーラップする。
【００１９】
　[0019]別の態様において、第１のＵＥのためのトラフィック電力比は、復調－基準信号
に対して０ｄＢであり得、第２のＵＥのトラフィック電力比は、エンハンスメント層復調
－基準信号に対して０ｄＢであり得る。
【００２０】
　[0020]別の態様は、組み合わされたコンステレーションが一様であると限定されている
とき、空間層が第１のＵＥおよび第２のＵＥによって共有されているとき、変調オーダー
ペア（modulation order pair）を使用して、ベース層電力からエンハンスメント層電力
を決定することをさらに含み得る。第１のＵＥは、ベース層ＵＥを含み得、第２のＵＥは
、エンハンスメント層ＵＥを含み得る。
【００２１】
　[0021]別の態様は、ベース層空間層の数を決定することによって、エンハンスメント層
のみからなる空間層電力を計算することと、エンハンスメント層空間層の数を決定するこ
とと、ベース層についてのトラフィック電力比に基づいて合計ベース層電力を決定するこ
とと、空間層の所与の変調オーダーペアを用いて各共有空間層上のエンハンスメント層電
力を計算することと、共有空間層における合計エンハンスメント層電力を計算することと
、第２のＵＥトラフィック電力比からの全ての層にわたる合計エンハンスメント層電力を
計算することとをさらに含み得る。共有空間層における合計エンハンスメント層電力と、
第２のＵＥトラフィック電力比からの全ての層にわたる合計エンハンスメント層電力との
差は、エンハンスメント層のみからなる空間層に利用可能な合計エンハンスメント層電力
を含む。態様はまた、エンハンスメント層のみからなる空間層に利用可能な合計エンハン
スメント層電力を、全てのエンハンスメント層のみからなる空間層間で一様に分割するこ
とを含む。
【００２２】
　[0022]別の態様は、エンハンスメント層のために全ての空間層にわたって均一に分割さ
れ得るエンハンスメント層トラフィック電力比電力を使用して、エンハンスメント層トラ
フィック電力比に基づいて、エンハンスメント層についての電力を決定することをさらに
含み得る。
【００２３】
　[0023]別の態様において、ＮＯＭＡ通信のために構成された第１のＵＥにおけるＮＯＭ
Ａ通信の方法は、ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信することを含む。
第１のデータリソースエレメントは、第２のＵＥのために構成されている。第２のＵＥは
、ＮＯＭＡ通信のために予め構成されていない。方法は、エンハンスメント層上で第１の
ＵＥのためのデータを受信することを含む。ベース層は、エンハンスメント層とオーバー
レイされる。方法は、基準信号を受信すること、および第２のＵＥのための第１のデータ
リソースエレメントと第１のＵＥのためのデータとの両方を復号することを含む。
【００２４】
　[0024]別の態様において、基準信号は、セル－固有の基準信号を含み得る。
【００２５】
　[0025]別の態様は、第１のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに第１
のＵＥが従うべき第１のＵＥのトラフィック電力比を受信することをさらに含み得る。
【００２６】
　[0026]別の態様は、セル－固有の基準信号を使用して、第１のデータリソースエレメン
トを復調すること、および第１のＵＥのトラフィック電力比とは区別された別個のトラフ
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ィック電力比を使用して、第２のＵＥのためのデータを復調することをさらに含み得る。
【００２７】
　[0027]別の態様において、第２のＵＥのためのデータは、第２のＵＥのための第２のデ
ータリソースエレメントを含み得る。
【００２８】
　[0028]別の態様において、基準信号は、復調－基準信号を含み得る。
【００２９】
　[0029]別の態様において、復調－基準信号は、第１のＵＥのための復調－基準信号であ
り得る。
【００３０】
　[0030]別の態様において、復調－基準信号は、第１のＵＥのためのエンハンスメント層
復調－基準信号および第２のＵＥのための復調－基準信号を含み得る。第１のＵＥのため
のエンハンスメント層復調－基準信号および第２のＵＥのための復調－基準信号は、オー
バーラップし得る。ある態様は、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つの
ために、エンハンスメント層復調－基準信号および第２のＵＥのための復調－基準信号を
使用することをさらに含み得る。
【００３１】
　[0031]別の態様は、干渉除去を実行することをさらに含み得る。
【００３２】
　[0032]別の態様において、ＮＯＭＡ通信のための基地局は、ベース層上で第１のＵＥの
ための第１のデータリソースエレメントを送信するための手段を含む。第１のＵＥは、Ｎ
ＯＭＡ通信のために構成されない。方法は、エンハンスメント層上で第２のＵＥのための
データを送信するための手段を含む。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成され得る
。ベース層は、エンハンスメント層とオーバーレイされ得る。方法はまた、基準信号を送
信するための手段を含み得る。
【００３３】
　[0033]別の態様において、基準信号は、セル－固有の基準信号を含み得る。
【００３４】
　[0034]別の態様は、第１のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに第１
のＵＥが従うべき第１のＵＥのためのトラフィック電力比を送信するための手段をさらに
含み得る。
【００３５】
　[0035]別の態様は、第１のＵＥを、ＱＰＳＫを使用する変調および符号化スキームに限
定するための信号を送信するための手段をさらに含み得る。
【００３６】
　[0036]別の態様において、第２のＵＥのためのデータは、第２のＵＥのための第２のデ
ータリソースエレメントを含み得る。
【００３７】
　[0037]別の態様において、基準信号は、復調－基準信号を含み得る。
【００３８】
　[0038]別の態様において、復調－基準信号は、第１のＵＥのための復調－基準信号を含
み得る。
【００３９】
　[0039]別の態様において、第１のＵＥのための復調－基準信号に対する第１のＵＥのト
ラフィック電力比は、０ｄＢであり得る。
【００４０】
　[0040]別の態様において、復調－基準信号は、第２のＵＥのためのエンハンスメント層
復調－基準信号および第１のＵＥのためのレガシー復調－基準信号を含み得る。エンハン
スメント層復調－基準信号および第１のＵＥのための復調－基準信号は、オーバーラップ
し得る。
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【００４１】
　[0041]別の態様において、第１のＵＥのためのトラフィック電力比は、復調－基準信号
に対して０ｄＢであり得、第２のＵＥのトラフィック電力比は、エンハンスメント層復調
－基準信号に対して０ｄＢであり得る。
【００４２】
　[0042]別の態様は、空間層が第１のＵＥおよび第２のＵＥによって共有されているとき
、組み合わされたコンステレーションが一様であると限定されているとき、変調オーダー
ペアを使用して、ベース層電力からエンハンスメント層電力を決定するための手段をさら
に含み得る。第１のＵＥは、ベース層ＵＥを含み得、第２のＵＥは、エンハンスメント層
ＵＥを含み得る。
【００４３】
　[0043]別の態様は、ベース層空間層の数を決定する手段を含むエンハンスメント層空間
層電力を計算するための手段と、エンハンスメント層空間層の数を決定するための手段と
、ベース層についてのトラフィック電力比に基づいて合計ベース層電力を決定するための
手段と、空間層の所与の変調オーダーペアを用いて各共有空間層上のエンハンスメント層
電力を計算するための手段と、共有空間層における合計エンハンスメント層電力を計算す
るための手段と、第２のＵＥトラフィック電力比からの全ての層にわたる合計エンハンス
メント層電力を計算するための手段とを含み得る。共有空間層における合計エンハンスメ
ント層電力と、第２のＵＥトラフィック電力比からの全ての層にわたる合計エンハンスメ
ント層電力との差は、エンハンスメント層のみからなる空間層に利用可能な合計エンハン
スメント層電力を含む。態様はまた、エンハンスメント層のみからなる空間層に利用可能
な合計エンハンスメント層電力を、全てのエンハンスメント層のみからなる空間層間で一
様に分割するための手段を含み得る。
【００４４】
　[0044]別の態様は、エンハンスメント層のために全ての空間層にわたって均一に分割さ
れ得るエンハンスメント層トラフィック電力比電力を使用して、エンハンスメント層トラ
フィック電力比に基づいて、エンハンスメント層についての電力を決定するための手段を
さらに含み得る。
【００４５】
　[0045]別の態様において、ＮＯＭＡ通信のために構成された第１のＵＥを含む装置は、
ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信するための手段を含む。第１のデー
タリソースエレメントは、第２のＵＥのために構成されている。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ
通信のために予め構成されていない。装置は、エンハンスメント層上で第１のＵＥのため
のデータを受信するための手段を含む。ベース層は、エンハンスメント層とオーバーレイ
される。装置は、基準信号を受信するための手段、および第２のＵＥのための第１のデー
タリソースエレメントと第１のＵＥのためのデータとの両方を復号するための手段を含む
。
【００４６】
　[0046]ある態様において、基準信号は、セル－固有の基準信号を含み得る。
【００４７】
　[0047]ある態様は、第２のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに第２
のＵＥが従うべき第２のＵＥのためのトラフィック電力比を受信するための手段をさらに
含み得る。
【００４８】
　[0048]ある態様は、セル－固有の基準信号を使用して、第１のデータリソースエレメン
トを復調するための手段、および第２のＵＥのためのトラフィック電力比とは区別された
別個のトラフィック電力比を使用して、第２のＵＥのためのデータを復調するための手段
をさらに含み得る。
【００４９】
　[0049]ある態様において、第２のＵＥのためのデータは、第２のＵＥのための第２のデ
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ータリソースエレメントを含み得る。
【００５０】
　[0050]ある態様において、基準信号は、復調－基準信号を含み得る。
【００５１】
　[0051]ある態様において、復調－基準信号は、第１のＵＥのための復調－基準信号を含
み得る。
【００５２】
　[0052]ある態様において、復調－基準信号は、エンハンスメント層復調－基準信号およ
び第２のＵＥのための復調－基準信号を含み得る。エンハンスメント層復調－基準信号お
よび第２のＵＥのための復調－基準信号は、オーバーラップし得る。装置は、チャネル推
定または干渉推定のうちの少なくとも１つのために、エンハンスメント層復調－基準信号
および第２のＵＥのための復調－基準信号を使用するための手段をさらに含み得る。
【００５３】
　[0053]ある態様は、干渉除去を実行するための手段をさらに含み得る。
【００５４】
　[0054]ある態様において、ＮＯＭＡ通信のための基地局は、メモリと、メモリに結合さ
れた少なくとも１つのプロセッサとを含む。プロセッサは、ベース層上で第１のＵＥのた
めの第１のデータリソースエレメントを送信するように構成されている。第１のＵＥは、
ＮＯＭＡ通信のために構成されていない。プロセッサは、エンハンスメント層上で第２の
ＵＥのためのデータを送信するように構成されている。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のた
めに構成されている。ベース層は、エンハンスメント層とオーバーレイされる。プロセッ
サは、基準信号を送信するように構成されている。
【００５５】
　[0055]ある態様において、基準信号は、セル－固有の基準信号を含み得る。
【００５６】
　[0056]ある態様において、プロセッサは、第１のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層
ＵＥであるときに第１のＵＥが従うべき第１のＵＥのためのトラフィック電力比を送信す
るようにさらに構成され得る。
【００５７】
　[0057]ある態様において、プロセッサは、第１のＵＥを、ＱＰＳＫを使用する変調およ
び符号化スキームに限定するための信号を送信するようにさらに構成され得る。
【００５８】
　[0058]ある態様において、第２のＵＥのためのデータは、第２のＵＥのための第２のデ
ータリソースエレメントを含み得る。
【００５９】
　[0059]ある態様において、基準信号は、復調－基準信号を含み得る。
【００６０】
　[0060]ある態様において、復調－基準信号は、第１のＵＥのための復調－基準信号を含
み得る。
【００６１】
　[0061]ある態様において第１のＵＥのための復調－基準信号によって除された第１のＵ
Ｅのためのトラフィック電力比は、０ｄＢであり得る。
【００６２】
　[0062]ある態様において、復調－基準信号は、第２のＵＥのためのエンハンスメント層
復調－基準信号および第１のＵＥのための復調－基準信号を含み得る。エンハンスメント
層復調－基準信号および第１のＵＥのための復調－基準信号は、オーバーラップし得る。
【００６３】
　[0063]ある態様において、第１のＵＥのためのトラフィック電力比は、復調－基準信号
に対して０ｄＢであり得、第２のＵＥのトラフィック電力比は、エンハンスメント層復調
－基準信号に対して０ｄＢであり得る。
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【００６４】
　[0064]ある態様において、プロセッサは、空間層が第１のＵＥおよび第２のＵＥによっ
て共有されているとき、組み合わされたコンステレーションが一様であると限定されてい
るとき、変調オーダーペアを使用して、ベース層電力からエンハンスメント層電力を決定
するようにさらに構成され得る。第１のＵＥは、ベース層ＵＥを含み得、第２のＵＥは、
エンハンスメント層ＵＥを含み得る。
【００６５】
　[0065]ある態様において、プロセッサは、ベース層空間層の数を決定することによって
エンハンスメント層空間層の数を計算し、エンハンスメント層空間層の数を決定し、ベー
ス層についてのトラフィック電力比に基づいて合計ベース層電力を決定し、空間層の所与
の変調オーダーペアを用いて各共有空間層上のエンハンスメント層電力を計算し、共有空
間層における合計エンハンスメント層電力を計算し、第２のＵＥトラフィック電力比から
の全ての層にわたる合計エンハンスメント層電力を計算するようにさらに構成され得る。
共有空間層における合計エンハンスメント層電力と、第２のＵＥトラフィック電力比から
の全ての層にわたる合計エンハンスメント層電力との差は、エンハンスメント層のみから
なる空間層に利用可能な合計エンハンスメント層電力を含み得る。態様はまた、エンハン
スメント層のみからなる空間層に利用可能な合計エンハンスメント層電力を、全てのエン
ハンスメント層のみからなる空間層間で一様に分割することをさらに含み得る。
【００６６】
　[0066]ある態様は、エンハンスメント層のために全ての空間層にわたって均一に分割さ
れ得るエンハンスメント層トラフィック電力比電力を使用して、エンハンスメント層トラ
フィック電力比に基づいて、エンハンスメント層についての電力を決定することをさらに
含み得る。
【００６７】
　[0067]ある態様において、第１のＵＥを含む装置は、ＮＯＭＡ通信のために構成されて
いる。第１のＵＥは、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを含
む。プロセッサは、ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信するように構成
されている。第１のデータリソースエレメントは、第２のＵＥのために構成され得る。第
２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために予め構成されていない。プロセッサは、エンハンスメ
ント層上で第１のＵＥのためのデータを受信するように構成されている。ベース層は、エ
ンハンスメント層とオーバーレイされ得る。プロセッサは、基準信号を受信し、および第
２のＵＥのための第１のデータリソースエレメントと第１のＵＥのためのデータとの両方
を復号するように構成されている。
【００６８】
　[0068]ある態様において、基準信号は、セル－固有の基準信号を含み得る。
【００６９】
　[0069]ある態様において、プロセッサは、第２のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層
ＵＥであるときに第２のＵＥが従うべき第２のＵＥのためのトラフィック電力比を受信す
るようにさらに構成され得る。
【００７０】
　[0070]ある態様において、プロセッサは、セル－固有の基準信号を使用して、第１のデ
ータリソースエレメントを復調し、第１のＵＥのトラフィック電力比とは区別された別個
のトラフィック電力比を使用して、第２のＵＥのためのデータを復調するようにさらに構
成され得る。
【００７１】
　[0071]一態様において、第２のＵＥのためのデータは、第２のＵＥのための第２のデー
タリソースエレメントを含み得る。
【００７２】
　[0072]一態様において、基準信号は、復調－基準信号を含み得る。
【００７３】
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　[0073]一態様において、復調－基準信号は、第１のＵＥのための復調－基準信号を含み
得る。
【００７４】
　[0074]一態様において、復調－基準信号は、第１のＵＥのためのエンハンスメント層復
調－基準信号および第２のＵＥのための復調－基準信号を含み得る。第１のＵＥのための
エンハンスメント層復調－基準信号および第２のＵＥのための復調－基準信号は、オーバ
ーラップし得る。プロセッサは、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つの
ために、エンハンスメント層復調－基準信号および第２のＵＥのための復調－基準信号を
使用するようにさらに構成され得る。
【００７５】
　[0075]一態様において、プロセッサは、干渉除去を実行するようにさらに構成され得る
。
【００７６】
　[0076]一態様において、コンピュータ可読媒体は、ワイヤレス通信のためのコンピュー
タ実施可能なコードを記憶する。コンピュータ可読媒体は、ベース層上で第１のＵＥのた
めの第１のデータリソースエレメントを送信するためのコードを含む。第１のＵＥは、Ｎ
ＯＭＡ通信のために構成されていない。コンピュータ可読媒体は、エンハンスメント層上
で第２のＵＥのためのデータを送信するためのコードを含む。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通
信のために構成されている。ベース層は、エンハンスメント層でオーバーレイされる。コ
ンピュータ可読媒体は、基準信号を送信するためのコードを含む。
【００７７】
　[0077]一態様において、コンピュータ可読媒体は、ワイヤレス通信のためのコンピュー
タ実施可能なコードを記憶する。コンピュータ可読媒体は、ベース層上で第１のデータリ
ソースエレメントを受信するためのコードを含む。第１のデータリソースエレメントは、
第２のＵＥのために構成され得る。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成され得ない
。
【００７８】
　[0078]コンピュータ可読媒体は、エンハンスメント層上で第１のＵＥのためのデータを
受信するためのコードを含み得る。ベース層は、エンハンスメント層でオーバーレイされ
得る。コンピュータ可読媒体は、基準信号を受信するためのコード、および第２のＵＥの
ための第１のデータリソースエレメントと第１のＵＥのためのデータとの両方を復号する
ためのコードを含み得る。
【００７９】
　[0079]別の態様において、復調－基準信号は、第１のＵＥエンハンスメント層復調－基
準信号および第２のＵＥ復調－基準信号を含み得る。第１のＵＥのための第１のＵＥエン
ハンスメント層復調－基準信号および第２のＵＥ復調－基準信号は、オーバーラップし得
る。
【００８０】
　[0080]一態様において、方法は、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つ
のために、第１のＵＥエンハンスメント層復調－基準信号および第２のＵＥ復調－基準信
号を使用することをさらに含み得る。
【００８１】
　[0081]別の態様において、復調－基準信号は、第２のＵＥエンハンスメント層復調－基
準信号および第１のＵＥ復調－基準信号を含み得る。
【００８２】
　[0082]別の態様は、空間層が第１のＵＥおよび第２のＵＥによって共有されるとき、組
み合わされたコンステレーションが一様であると限定されているとき、変調オーダーペア
を使用して、ベース層電力からエンハンスメント層電力を決定することをさらに含み得る
。第１のＵＥは、ベース層ＵＥを含み得、第２のＵＥは、エンハンスメント層ＵＥを含み
得る。
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【００８３】
　[0083]別の態様において、基準信号は、セル－固有の基準信号を含み得る。
【００８４】
　[0084]別の態様は、第２のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに第２
のＵＥが従うべき第２のＵＥのトラフィック電力比を受信することをさらに含み得る。
【００８５】
　[0085]別の態様は、セル－固有の基準信号を使用して、第１のデータリソースエレメン
トを復調すること、および第２のＵＥトラフィック電力比とは区別された別個のトラフィ
ック電力比を使用して、第２のＵＥのためのデータ復調することをさらに含み得る。
【００８６】
　[0086]別の態様において、基準信号は、復調－基準信号を含み得る。
【００８７】
　[0087]別の態様において、第１のＵＥ復調－基準信号に関係する第１のＵＥトラフィッ
ク電力比は、０ｄＢであり得る。
【００８８】
　[0088]別の態様において、第１のＵＥのためのトラフィック電力比は、０ｄＢ割る復調
－基準信号であり得、第２のＵＥトラフィック電力比は、０ｄＢ割るエンハンスメント層
復調－基準信号であり得る。
【００８９】
　[0089]別の態様において、復調－基準信号は、第１のＵＥ復調－基準信号を含み得る。
【００９０】
　[0090]別の態様において、プロセッサは、空間層が第１のＵＥおよび第２のＵＥによっ
て共有されているとき、組み合わされたコンステレーションが一様であると限定されてい
るとき、変調オーダーペアを使用して、ベース層電力からエンハンスメント層電力を決定
するようにさらに構成され得る。第１のＵＥは、ベース層ＵＥを含み得、第２のＵＥは、
エンハンスメント層ＵＥを含み得る。
【００９１】
　[0091]別の態様において、プロセッサは、セル－固有の基準信号を使用して、第１のデ
ータリソースエレメントを復調し、第２のＵＥトラフィック電力比とは区別された別個の
トラフィック電力比を使用して、第２のＵＥのためのデータを復調するようにさらに構成
され得る。
【００９２】
　[0092]別の態様において、ＮＯＭＡ通信のために構成されている第１のＵＥにおけるＮ
ＯＭＡ通信の方法は、ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信することを含
む。第１のデータリソースエレメントは、第２のＵＥのために構成され得る。第２のＵＥ
は、ＮＯＭＡ通信のために予め構成されない。方法はまた、エンハンスメント層上で第１
のＵＥのためのデータを受信することを含む。ベース層は、エンハンスメント層でオーバ
ーレイされ得る。追加的に、方法はまた、基準信号を受信することと、第２のＵＥのため
の第１のデータリソースエレメントをキャンセルすること（canceling）と、第１のＵＥ
のためのデータを復号することとを含む。
【００９３】
　[0093]別の態様において、ＮＯＭＡ通信のための基地局は、メモリと、メモリに結合さ
れた少なくとも１つのプロセッサとを含む。プロセッサは、ベース層上で第１のＵＥのた
めの第１のデータリソースエレメントを送信するように構成されている。第１のＵＥは、
ＮＯＭＡ通信のために構成されていない。プロセッサはまた、エンハンスメント層上で第
２のＵＥのためのデータを送信するように構成されている。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信
のために構成され得る。ベース層は、エンハンスメント層でオーバーレイされる。追加的
に、プロセッサは、基準信号を送信する。
【００９４】
　[0094]別の態様において、装置は、ＮＯＭＡ通信のために構成された第１のＵＥである
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。第１のＵＥは、メモリと、メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサとを含む。
プロセッサは、ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信するように構成され
ている。第１のデータリソースエレメントは、第２のＵＥのために構成されている。第２
のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために予め構成されていない。追加的に、プロセッサは、エン
ハンスメント層上で第１のＵＥのためのデータを受信するように構成されている。ベース
層は、エンハンスメント層でオーバーレイされる。プロセッサはまた、基準信号を受信し
、第２のＵＥのための第１のデータリソースエレメントをキャンセルし、第１のＵＥのた
めのデータを復号するように構成されている。
【００９５】
　[0095]上述した目的および関連する目的の達成のために、１つ以上の態様は、後に十分
に説明され、特許請求の範囲内において特に指摘される特徴を備える。次の説明および付
属の図面は、１つ以上の態様のある特定の例証的な特徴を詳細に記載する。これらの特徴
は、しかしながら、様々な態様の原理が用いられ得る様々な手法のほんの一部を示してお
り、この説明は、全てのそのような態様およびそれらの同等物を含むように意図される。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】[0096]図１は、通信システムおよびアクセスネットワークの例を例証する図であ
る。
【図２Ａ】[0097]図２Ａは、ＤＬフレーム構造のＬＴＥの例を例証する図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、ＤＬフレーム構造内のＤＬチャネルのＬＴＥの例を例証する図であ
る。
【図２Ｃ】図２Ｃは、ＵＬフレーム構造のＬＴＥの例を例証する図である。
【図２Ｄ】図２Ｄは、ＵＬフレーム構造内のＵＬチャネルのＬＴＥの例を例証する図であ
る。
【図３】[0098]図３は、アクセスネットワークにおける発展型（Evolved）ノードＢ（ｅ
ＮＢ）とユーザ機器（ＵＥ）とを例証する図である。
【図４】[0099]図４は、本明細書において説明されるシステムおよび方法に従う、非直交
多元接続（ＮＯＭＡ）通信システムの図である。
【図５】[00100]図５は、複数の空間層にわたるベース層およびエンハンスメント層のた
めの電力を例証する図である。
【図６】[00101]図６は、複数の空間層にわたるベース層およびエンハンスメント層のた
めの電力を例証する別の図である。
【図７】[00102]図７は、本明細書において説明されるシステムおよび方法に従う、ワイ
ヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図８】[00103]図８は、本明細書において説明されるシステムおよび方法に従う、ワイ
ヤレス通信の方法の別のフローチャートである。
【図９】[00104]図９は、本明細書において説明されるシステムおよび方法に従う、ワイ
ヤレス通信の方法の別のフローチャートである。
【図１０】[00105]図１０は、例示的な装置における異なる手段／コンポーネント間での
データフローを例証する概念的データフロー図である。
【図１１】[00106]図１１は、処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装の
例を例証する図である。
【図１２】[00107]図１２は、例示的な装置における異なる手段／コンポーネント間のデ
ータフローを例証する概念的なデータフロー図である。
【図１３】[00108]図１３は、処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装の
例を例証する図である。
【詳細な説明】
【００９７】
　[00109]添付の図面に関連して以下に述べられる詳細な説明は、様々な構成の説明を意
図したものであり、本明細書において説明される概念が実現され得る、唯一の構成を表示
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することを意図したものではない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供するた
めに、具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに
実現され得ることが当業者にとって明らかになる。いくつかの事例において、そのような
概念をあいまいにすることを避けるために、よく知られた構造およびコンポーネントがブ
ロック図形式で指し示される。
【００９８】
　[00110]ここでは、電気通信システムのいくつかの態様が、様々な装置および方法に関
連して提示される。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明において説明され、添
付の図面において、様々なブロック、コンポーネント、回路、プロセス、アルゴリズム、
等（集合的に「エレメント」と称される）によって例証されている。これらのエレメント
は、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはこれらの任意の組み合わせを
使用して実装され得る。そのようなエレメントがハードウェアとして実装されるかソフト
ウェアとして実装されるかは、システム全体に課された特定の用途および設計の制約に依
存する。
【００９９】
　[00111]例として、エレメント、またはエレメントの任意の一部、またはエレメントの
任意の組み合わせは、１つ以上のプロセッサを含む「処理システム」で実装され得る。プ
ロセッサの例は、本開示を通して説明される様々な機能を実行するように構成された、マ
イクロプロセッサ、マイクロコントローラ、グラフィック処理ユニット（ＧＰＵ）、中央
処理ユニット（ＣＰＵ）、アプリケーションプロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（
ＤＳＰ）、縮小命令セットコンピューティング（ＲＩＳＣ）プロセッサ、システムオンチ
ップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプロセッサ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）、プログラマブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲートロジック、デ
ィスクリートハードウェア回路、および他の適切なハードウェアを含む。処理システムに
おける１つ以上のプロセッサは、ソフトウェアを実施し得る。ソフトウェア、ファームウ
ェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはその他の呼称で称
されるかどうかに関係なく、ソフトウェアは、命令、命令セット、コード、コードセグメ
ント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアコンポーネント、
アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン
、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数、等
を意味するように広く解釈されるべきである。
【０１００】
　[00112]従って、１つ以上の例となる実施形態において、説明された機能は、ハードウ
ェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせで実装され得る
。ソフトウェアで実装される場合、これらの機能は、コンピュータ可読媒体上に、１つ以
上の命令またはコードとして記憶されるか、もしくは１つ以上の命令またはコードとして
符号化され得る。コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、
コンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限
定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（Ｒ
ＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰ
ＲＯＭ（登録商標））、光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置、他の磁気記憶デバ
イス、コンピュータ可読媒体の前述のタイプの組み合わせ、もしくはコンピュータによっ
てアクセスされることができる命令の形式またはデータ構造でコンピュータ実施可能コー
ドを記憶するために使用されることができる任意の他の媒体を備えることができる。
【０１０１】
　[00113]図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワーク１００の例を例
証する図である。（ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）とも称される）ワ
イヤレス通信システムは、基地局１０２、ＵＥｓ１０４、および発展型パケットコア（Ｅ
ＰＣ）１６０を含む。基地局１０２は、マクロセル（高出力セルラ基地局）および／また
はスモールセル（低出力セルラ基地局）を含む。マクロセルは、ｅＮＢを含む。スモール
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セルは、フェムトセル、ピコセル、およびマイクロセルを含む。
【０１０２】
　[00114]基地局１０２（集合的に、発展型ユニバーサルモバイル電気通信システム（Ｕ
ＭＴＳ）地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）と称される）は、バックホー
ルリンク１３２（例えば、Ｓ１インターフェイス）を通じてＥＰＣ１６０とインターフェ
イスする。他の機能に加えて、基地局１０２は、１つ以上の以下の機能：ユーザデータの
転送、無線チャネル暗号化および暗号解読、統合保護（integrity protection）、ヘッダ
圧縮、モビリティ制御機能（例えば、ハンドオーバー、デュアル接続性）、セル間干渉協
調、接続セットアップおよびリリース、負荷バランス、非アクセス層（ＮＡＳ）メッセー
ジの分配、ＮＡＳノード選択、同期、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）シェアリング
、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）、加入者および
機器トレース、ＲＡＮ情報管理（ＲＩＭ）、ページング、ポジショニング、および警告メ
ッセージの配送、を実行し得る。基地局１０２は、バックホールリンク１３４（例えば、
Ｘ２インターフェイス）を通して、直接的にまたは間接的に（例えば、ＥＰＣ１６０を通
じて）お互いに通信し得る。バックホールリンク１３４は、有線またはワイヤレスであり
得る。
【０１０３】
　[00115]基地局１０２は、ＵＥｓ１０４とワイヤレスで通信し得る。基地局１０２の各
々は、それぞれの地理的カバレッジエリア１１０に対して通信カバレッジを提供し得る。
重複している地理的カバレッジエリア１１０が存在し得る。例えば、スモールセル１０２
’は、１つ以上のマクロ基地局１０２のカバレッジエリア１１０とオーバーラップするカ
バレッジエリア１１０’を有し得る。スモールセルおよびマクロセルの両方を含むネット
ワークは、異種のネットワークとして知られ得る。異種のネットワークはまた、排他的加
入者グループ（ＣＳＧ）として知られる限定されたグループにサービスを提供し得る、ホ
ーム発展型ノードＢ（ｅＮＢ）（ＨｅＮＢ）を含み得る。基地局１０２およびＵＥ１０４
間の通信リンク１２０は、ＵＥ１０４から基地局１０２へのアップリンク（ＵＬ）（リバ
ースリンクとも称される）送信、および／または基地局１０２からＵＥｓ１０４へのダウ
ンリンク（ＤＬ）（フォワードリンクとも称される）送信を含み得る。通信リンク１２０
は、空間多重化、ビームフォーミング、および／または送信ダイバーシティを含むＭＩＭ
Ｏアンテナ技術を使用し得る。通信リンクは、１つ以上のキャリアを通じ得る。基地局１
０２／ＵＥｓ１０４は、各方向への送信のために使用される合計Ｙｘ ＭＨｚ（ｘコンポ
ーネントキャリア）までのキャリアアグリゲーションにおいて割り振りされた、キャリア
当たりＹ ＭＨｚ（例えば、５、１０、１５、２０ＭＨｚ）帯域幅までのスペクトルを使
用し得る。キャリアは、お互いに隣接されるか、または隣接されないかであろう。キャリ
アの割り振りは、ＤＬおよびＵＬに関して非対称であり得る（例えば、ＵＬに対するより
もＤＬに対して、より多くのキャリアまたは、より少ないキャリアが割り振りされ得る）
。コンポーネントキャリアは、プライマリーコンポーネントキャリアおよび１つ以上のセ
カンダリーコンポーネントキャリアを含み得る。プライマリーコンポーネントキャリアは
、プライマリーセル（ＰＣｅｌｌ）と称され得、セカンダリーコンポーネントキャリアは
、セカンダリーセル（ＳＣｅｌｌ）と称され得る。
【０１０４】
　[00116]ワイヤレス通信システムは、５ＧＨｚアンライセンス周波数スペクトルにおい
て通信リンク１５４を介してＷｉ－Ｆｉ局（ＳＴＡ）１５２と通信しているＷｉ－Ｆｉア
クセスポイント（ＡＰ）１５０をさらに含み得る。アンライセンス周波数スペクトルにお
いて通信するとき、チャネルが利用可能であるかを決定するために、ＳＴＡ１５２／ＡＰ
１５０は、通信の前にクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行し得る。
【０１０５】
　[00117]スモールセル１０２’は、ライセンス周波数スペクトルおよび／またはアンラ
イセンス周波数スペクトルにおいて動作し得る。アンライセンス周波数スペクトルにおい
て動作するとき、スモールセル１０２’は、ＬＴＥを採用し、Ｗｉ－Ｆｉ ＡＰ１５０に
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よって使用されるのと同一の５ＧＨｚアンライセンス周波数スペクトルを使用する。アン
ライセンス周波数スペクトルにおけるＬＴＥを採用するスモールセル１０２’は、アクセ
スネットワークへのカバレッジをブーストし得、および／またはアクセスネットワークの
容量を増加し得る。アンライセンススペクトルにおけるＬＴＥは、ＬＴＥ－アンライセン
ス（ＬＴＥ－Ｕ）、ライセンス補助アクセス（ＬＡＡ）、またはマルチファイア（ＭｕＬ
ＴＥｆｉｒｅ）と称され得る。
【０１０６】
　[00118]ＥＰＣ１６０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１６２、他のＭＭＥ
１６４、サービングゲートウェイ１６６、マルチメディアブロードキャストマルチキャス
トサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１６８、ブロードキャストマルチキャストサービス
センタ（ＢＭ－ＳＣ）１７０、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェ
イ１７２を含み得る。ＭＭＥ１６２は、ホーム加入者局サーバー（ＨＳＳ）１７４と通信
中であり得る。ＭＭＥ１６２は、ＵＥｓ１０４とＥＰＣ１６０との間のシグナリングを処
理する制御ノードである。一般的に、ＭＭＥ１６２は、ベアラおよび接続管理を提供する
。全てのユーザインターネットプロトコル（ＩＰ）パケットは、自身がＰＤＮゲートウェ
イ１７２に接続されたサービングゲートウェイ１６６を通じて転送される。ＰＤＮゲート
ウェイ１７２は、ＵＥ ＩＰアドレス割り当てだけでなく、その他の機能も提供する。Ｐ
ＤＮゲートウェイ１７２およびＢＭ－ＳＣ１７０は、ＩＰサービス１７６に接続される。
ＩＰサービス１７６は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシス
テム（ＩＭＳ）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）、および／または他のＩＰサー
ビスを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１７０は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび
配信のための機能を提供し得る。ＢＭ－ＳＣ１７０は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送
信のためのエントリポイントとして役立ち、公共地上波モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ
）内のＭＢＭＳベアラサービスを認可および開始するために使用され得、およびＭＢＭＳ
送信をスケジューリングおよび送信するために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１６
８は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波
数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属する基地局１０２にＭＢＭＳトラフィックを分
配するために使用され得、セッション管理（開始／停止）およびｅＭＢＭＳに関係する課
金情報を収集することに対して責任を負い得る。
【０１０７】
　[00119]基地局はまた、ＮｏｄｅＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、アクセスポイント、
基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービス
セット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または何らかの他の適した専門用語
で称され得る。基地局１０２は、ＵＥ１０４に対してＥＰＣ１６０へのアクセスポイント
を提供する。ＵＥｓ１０４の例は、セルラ電話、スマートフォン、セッション開始プロト
コル（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位
システム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（例
えば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機器、タブレット、スマートデバイス、ウェア
ラブルデバイス、または任意の他の同様の機能的なデバイスを含む。ＵＥ１０４はまた、
当業者によって、局、モバイル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイ
ヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通
信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレ
ス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライ
アント、あるいはその他適切な用語でも称され得る。
【０１０８】
　［００１２０]再び図１を参照すると、ある態様において、ｅＮＢ１０２は、ベース層
上で第１のＵＥのための第１のデータリソースエレメントを送信するように構成されるこ
とができる。第１のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成されないかもしれない。ｅＮＢ１
０２は、エンハンスメント層上で第２のＵＥのためのデータを送信することができる。第
２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成されることができる。ベース層は、エンハンスメ
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ント層とオーバーレイされることができる。さらに、ｅＮＢ１０２は、基準信号を送信す
ることができる（１９８）。
【０１０９】
　［００１２１]図１を再び参照すると、ある態様において、ＵＥ１０４は、ベース層上
で第１のデータリソースエレメントを受信するように構成されることができ、第１のデー
タリソースエレメントは、第２のＵＥのために構成される。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信
のために予め構成されないかもしれない。ＵＥ１０４は、エンハンスメント層上で第１の
ＵＥのためのデータを受信するように構成されることができる。ベース層は、エンハンス
メント層とオーバーレイされることができる。ＵＥ１０４は、基準信号を受信し、第２の
ＵＥのための第１のデータリソースエレメントをキャンセルし、第１のＵＥのためのデー
タを復号するように構成されることができる（１９８）。
【０１１０】
　[00122]図２Ａは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を例証する図２００である
。図２Ｂは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造内のチャネルの一例を例証する図２３０で
ある。図２Ｃは、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を例証する図２５０である。図
２Ｄは、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造内のチャネルの一例を図示する図２８０である
。他のワイヤレス通信技術は、異なるフレーム構造および／または異なるチャネルを有す
ることができる。ＬＴＥにおいて、１フレーム（１０ｍｓ）は、１０個の等しいサイズの
サブフレームに分割されることができる。各サブフレームは、２つの連続したタイムスロ
ットを含むことができる。リソースグリッドは、２つのタイムスロットを表すために使用
されることができ、各タイムスロットは１つまたは複数の時間的に同時のリソースブロッ
ク（ＲＢｓ）（物理ＲＢｓ（ＰＲＢＳ）とも呼ばれる）を含む。リソースグリッドは、複
数のリソースエレメント（ＲＥｓ）に分割される。ＬＴＥにおいて、通常のサイクリック
プリフィックスの場合、ＲＢは、周波数ドメイン中に１２個の連続したサブキャリアを、
時間ドメイン中に７つの連続したシンボル（ＤＬの場合、ＯＦＤＭシンボル；ＵＬの場合
、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）を包含し、合計で８４個のＲＥｓとなる。拡張されたサイク
リックプリフィックスの場合、ＲＢは、周波数ドメイン中に１２個の連続したサブキャリ
アを、時間ドメイン中に６つの連続したシンボルを包含し、合計で７２個のＲＥｓとなる
。各ＲＥによって搬送されるビット数は、変調スキームに依存する。
【０１１１】
　[00123]図２Ａに例証されるように、ＲＥｓのいくつかは、ＵＥにおけるチャネル推定
のためにＤＬ基準（パイロット）信号（ＤＬ－ＲＳ）を搬送する。ＤＬ－ＲＳは、（時に
は共通ＲＳとも呼ばれる）セル－固有の基準信号（ＣＲＳ）、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ－
ＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を含むことができる。図２Ａ
は、（それぞれＲ０、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３として示される）アンテナポート０、１、
２および３に対するＣＲＳ、（Ｒ５として示される）アンテナポート５に対するＵＥ－Ｒ
Ｓ、および（Ｒとして示される）アンテナポート１５に対するＣＳＩ－ＲＳを例証する。
図２Ｂは、１フレームのＤＬサブフレーム内の様々なチャネルの一例を例証する。物理制
御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は、スロット０のシンボル０内に
あり、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）が１つ、２つ、または３つのシンボ
ルを占有するか否か（図２Ｂは、３つのシンボルを占有するＰＤＣＣＨを例証する）を示
す制御フォーマットインジケータ（ＣＦＩ）を搬送する。ＰＤＣＣＨは、１つまたは複数
の制御チャネルエレメント（ＣＣＥｓ）内のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送し、
各ＣＣＥは９個のＲＧグループ（ＲＥＧｓ）を含み、各ＲＥＧはＯＦＤＭシンボル内に４
つの連続するＲＥｓを含む。ＵＥは、ＤＣＩも搬送するＵＥ固有の強化された(enhanced)
ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）で構成されることができる。ｅＰＤＣＣＨは、２つ、４つ、
または８つのＲＢペアを有することができる（図２Ｂは、各サブセットが１つのＲＢペア
を含む２つのＲＢペアを示す）。物理ハイブリッド自動再送要求（ＡＲＱ）（ＨＡＲＱ）
インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）はまた、スロット０のシンボル０内にあり、物理ア
ップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に基づいて、ＨＡＲＱ肯定応答（ＡＣＫ）／否定
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ＡＣＫ（ＮＡＣＫ）フィードバックを示すＨＡＲＱインジケータ（ＨＩ）を搬送する。プ
ライマリー同期チャネル（ＰＳＣＨ）は、１フレームのうちのサブフレーム０および５内
のスロット０のシンボル６内にあり、サブフレームタイミングおよび物理層識別を決定す
るためにＵＥによって使用されるプライマリー同期信号（ＰＳＳ）を搬送する。セカンダ
リー同期チャネル（ＳＳＣＨ）は、１フレームのうちのサブフレーム０および５内のスロ
ット０のシンボル５内にあり、物理層セル識別グループ数を決定するためにＵＥによって
使用されるセカンダリー同期信号（ＳＳＳ）を搬送する。物理層識別および物理層セル識
別グループ数に基づいて、ＵＥは、物理セル識別子（ＰＣＩ）を決定することができる。
ＰＣＩに基づいて、ＵＥは、前述のＤＬ－ＲＳの位置を決定することができる。物理ブロ
ードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）は、１フレームのサブフレーム０のスロット１のシン
ボル０、１、２、３内にあり、マスター情報ブロック（ＭＩＢ）を搬送する。ＭＩＢは、
ＤＬシステム帯域幅におけるＲＢｓの数、ＰＨＩＣＨ構成、およびシステムフレーム数（
ＳＦＮ）を提供する。物理ウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）は、システム情報ブロ
ック（ＳＩＢｓ）およびページングメッセージのようなＰＢＣＨを介して送信されないブ
ロドキャストシステム情報、ユーザデータを搬送する。
【０１１２】
　[00124]図２Ｃにおいて例証されるように、ＲＥｓのいくつかは、ｅＮＢにおいてチャ
ネル推定のための復調－基準信号（ＤＭ－ＲＳ）を搬送する。ＵＥは、サブフレームの最
終シンボルにおけるサウンディング基準信号（ＳＲＳ）をさらに送信することができる。
ＳＲＳは、コーム（comb）構造を有することができ、ＵＥは、コームのうちの１つ上でＳ
ＲＳを送信し得る。ＳＲＳは、ＵＬ上での周波数依存スケジューリングを可能とするよう
に、チャネル品質推定のためにｅＮＢによって使用されることができる。図２Ｄは、１フ
レームのＵＬサブフレーム内の様々なチャネルの例を例証する。物理ランダムアクセスチ
ャネル（ＰＲＡＣＨ）は、ＰＲＡＣＨ構成に基づいた１フレーム内の１つ以上のサブフレ
ーム内にあり得る。ＰＲＡＣＨは、１サブフレーム内に６つの連続したＲＢペアを含むこ
とができる。ＰＲＡＣＨは、ＵＥが初期システムアクセスを実行しＵＬ同期を達成するこ
とを可能にする。物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）は、ＵＬシステム帯域幅
のエッジに位置することができる。ＰＵＣＣＨは、スケジューリング要求、チャネル品質
インジケータ（ＣＱＩ）、プリコーディングマトリックスインジケータ（ＰＭＩ）、ラン
クインジケータ（ＲＩ）、およびＨＡＲＱ ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックのようなア
ップリンク制御情報（ＵＣＩ）を搬送する。ＰＵＳＣＨは、データを搬送し、さらにバッ
ファ状態報告（ＢＳＲ）、電力ヘッドルーム報告（ＰＨＲ）、および／またはＵＣＩを搬
送するために使用されることができる。
【０１１３】
　[00125]図３は、アクセスネットワークにおいてＵＥ３５０と通信しているｅＮＢ３１
０のブロック図である。ＤＬにおいて、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットは、コントロー
ラ／プロセッサ３７５に提供されることができる。コントローラ／プロセッサ３７５は、
レイヤ３およびレイヤ２機能性をインプリメントする。レイヤ３は、無線リソース制御（
ＲＲＣ）レイヤを含み、レイヤ２は、パケットデータ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤ
、無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤ、および媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤを含む。
コントローラ／プロセッサ３７５は、システム情報（例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢｓ）のブロ
ードキャスティングに関連付けられたＲＲＣレイヤ機能性、ＲＲＣ接続制御（例えば、Ｒ
ＲＣ接続ページング、ＲＲＣ接続確立、ＲＲＣ接続修正、およびＲＲＣ接続リリース）、
無線間アクセス技術（ＲＡＴ）モビリティ、およびＵＥ測定報告のための測定構成；ヘッ
ダ圧縮／解凍に関連付けられたＰＤＣＰレイヤ機能性、安全（暗号化、解読、インテグリ
ティ保護、インテグリティ検証）、およびハンドオーバーサポート機能；上位レイヤパケ
ットデータユニット（ＰＤＵｓ）の転送に関連付けられたＲＬＣレイヤ機能性、ＡＲＱを
介した誤り訂正、ＲＬＣサービスデータユニット（ＳＤＵｓ）の連結（concatenation）
、セグメンテーションおよび再組み立て、ＲＬＣデータＰＤＵｓの再セグメンテーション
、およびＲＬＣデータＰＤＵｓの再配列；および論理チャネルおよびトランスポートチャ
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ネル間のマッピングに関連付けられたＭＡＣレイヤ機能性、トランスポートブロック（Ｔ
Ｂｓ）上へのＭＡＣ ＳＤＵｓの多重化、ＴＢｓからのＭＡＣ ＳＤＵｓの逆多重化、スケ
ジューリング情報報告、ＨＡＲＱを介した誤り訂正、優先度処理、および論理チャネル優
先順序付けを提供する。
【０１１４】
　[00126]送信（ＴＸ）プロセッサ３１６および受信（ＲＸ）プロセッサ３７０は、様々
な信号処理機能に関連付けられたレイヤ１機能性をインプリメントする。物理（ＰＨＹ）
レイヤを含むレイヤ１は、トランスポートチャネル上での誤り検出、トランスポートチャ
ネルの前方誤り訂正（ＦＥＣ）符号化／復号、インターリービング、レートマッチング、
物理チャネル上へのマッピング、物理チャネルの変調／復調、およびＭＩＭＯアンテナ処
理を含むことができる。ＴＸプロセッサ３１６は、様々な変調スキーム（例えば、２位相
偏移変調（ＢＰＳＫ）、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移変調（Ｍ－ＰＳＫ）、
Ｍ－直角位相振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基く信号コンステレーションへのマッピングを
取り扱う。符号化され変調されたシンボルは、次に並列ストリームに分割される。各スト
リームは、次にＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／または周波数
領域において基準信号（例えば、パイロット）で多重化され、その後逆高速フーリエ変換
（ＩＦＦＴ）を用いて一緒に結合され、時間領域のＯＦＤＭシンボルストリームを搬送す
る物理チャネルが生成される。ＯＦＤＭストリームは複数の空間ストリームを生成するた
めに空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器３７４からのチャネル推定値は符
号化および変調スキームを決定するために、並びに空間処理のために使用されることがで
きる。チャネル推定値はＵＥ３５０によって送信された基準信号および／またはチャネル
状況フィードバックから導出されることができる。各空間ストリームは次に別個の送信機
３１８ＴＸを介して異なるアンテナ３２０に提供されることができる。各送信機３１８Ｔ
Ｘは送信に関するそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調することができる。
【０１１５】
　[00127]ＵＥ３５０において、各受信機３５４ＲＸはそのそれぞれのアンテナ３５２を
介して信号を受信する。各受信機３５４ＲＸはＲＦキャリア上に変調された情報をリカバ
ーし、受信（ＲＸ）プロセッサ３５６にその情報を供給する。ＴＸプロセッサ３６８およ
びＲＸプロセッサ３５６は様々な信号処理機能に関連付けられたレイヤ１機能性をインプ
リメントする。ＲＸプロセッサ３５６はＵＥ３５０を宛先とする任意の空間ストリームを
リカバーするために情報に空間処理を実行することができる。複数の空間ストリームがＵ
Ｅ３５０に向けられている場合、それらはＲＸプロセッサ３５６によって単一のＯＦＤＭ
シンボルストリームに結合されることができる。ＲＸプロセッサ３５６は次に高速フーリ
エ変換（ＦＦＴ）を用いてＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域に変換
する。周波数領域信号はＯＦＤＭ信号の各サブキャリアに対する別個のＯＦＤＭシンボル
ストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルおよび基準信号はｅＮＢ３１０によっ
て送信された最も可能性の高い信号コンステレーションポイントを決定することによって
リカバーされおよび復調される。これらの軟判定はチャネル推定器３５８によって計算さ
れたチャネル推定値に基づくことができる。軟判定は次に物理チャネル上でｅＮＢ３１０
により当初送信されたデータおよび制御信号をリカバーするために復号およびデインター
リーブされる。データおよび制御信号は次にコントローラ／プロセッサ３５９に供給され
、それはレイヤ３およびレイヤ２機能性をインプリメントする。
【０１１６】
　[00128]コントローラ／プロセッサ３５９はプログラムコードおよびデータを記憶する
メモリ３６０に関連付けられることができる。メモリ３６０はコンピュータ可読媒体と称
されることができる。ＵＬにおいて、コントローラ／プロセッサ３５９は、ＥＰＣ１６０
からのＩＰパケットをリカバーするためにトランスポートチャネルと論理チャネルとの間
の逆多重化、パケットの再組み立て、暗号解読、ヘッダ解凍、および制御信号処理を提供
する。コントローラ／プロセッサ３５９はまたＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫ
および／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤り検出の役割を担う。
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【０１１７】
　[00129]ｅＮＢ３１０によるＤＬ送信に関連して説明された機能性と同様に、コントロ
ーラ／プロセッサ３５９は、システム情報（例えば、ＭＩＢ、ＳＩＢｓ）獲得に関連付け
られたＲＲＣレイヤ機能性、ＲＲＣ接続、および測定報告；ヘッダ圧縮／解凍に関連付け
られたＰＤＣＰレイヤ機能性、およびセキュリティ（暗号化、暗号解読、インテグリティ
保護、インテグリティ検証）；上位レイヤＰＤＵｓの転送に関連付けられたＲＬＣレイヤ
機能性、ＡＲＱを介した誤り訂正、ＲＬＣ　ＳＤＵｓの連結、セグメンテーション、およ
び再組み立て、ＲＬＣデータＰＤＵｓの再セグメンテーション、およびＲＬＣデータＰＤ
Ｕｓの再配列；および論理チャネルおよびトランスポートチャネル間のマッピングに関連
付けられたＭＡＣレイヤ機能性、ＴＢ上へのＭＡＣ ＳＤＵｓの多重化、ＴＢｓからのＭ
ＡＣ ＳＤＵｓの逆多重化、スケジューリング情報報告、ＨＡＲＱを介した誤り訂正、優
先度処理、および論理チャネル優先順序付けを提供する。
【０１１８】
　[00130]ｅＮＢ３１０によって送信された基準信号またはフィードバックからチャネル
推定器３５８によって導出されたチャネル推定値は、適切な符号化および変調スキームを
選択し空間処理を容易にするためにＴＸプロセッサ３６８によって使用されることができ
る。ＴＸプロセッサ３６８によって生成された空間ストリームは別個の送信機３５４ＴＸ
を介して異なるアンテナ３５２に提供されることができる。各送信機３５４ＴＸは送信に
関するそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調することができる。
【０１１９】
　[00131]ＵＬ送信はＵＥ３５０における受信機機能に関連して説明されたのと同様方法
でｅＮＢ３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸはそれぞれのアンテナ３２０を
介して信号を受信する。各受信機３１８ＲＸはＲＦキャリア上に変調された情報をリカバ
ーしＲＸプロセッサ３７０にその情報を供給する。
【０１２０】
　[00132]コントローラ／プロセッサ３７５は、プログラムコードおよびデータを記憶す
るメモリ３７６に関連付けられることができる。メモリ３７６は、コンピュータ可読媒体
と称されることができる。ＵＬにおいてコントローラ／プロセッサ３７５はＵＥ３５０か
らのＩＰパケットを復元するためにトランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多
重化、パケットの再組み立て、暗号解読、ヘッダ解凍、制御信号処理を提供する。コント
ローラ／プロセッサ３７５からのＩＰパケットは、ＥＰＣ１６０に提供されることができ
る。コントローラ／プロセッサ３７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫ
および／またはＮＡＣＫプロトコルを用いた誤り検出の役割を担う。
【０１２１】
　[00133]図４は本明細書において説明されるシステムおよび方法に従う、非直交多元接
続（ＮＯＭＡ）通信システム４００の図である。ＮＯＭＡ通信システム４００は、複数の
ワイヤレスデバイス４０４、４０６を含む。ワイヤレスデバイス４０４、４０６はｅＮＢ
４０２のような基地局と通信している。ワイヤレスデバイス４０４、４０６は各々ユーザ
機器（ＵＥ）であり得る。更に具体的にはワイヤレスデバイス４０４、４０６のうちの１
つはベース層ＵＥと称されることができ一方、他のワイヤレスデバイス４０４、４０６は
エンハンスメント層ＵＥと称されることができる。さらなる議論に関して、ワイヤレスデ
バイス４０４はベース層デバイスでありワイヤレスデバイス４０６は、エンハンスメント
層ＵＥであると仮定する。
【０１２２】
　[00134]ＮＯＭＡは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）リリース１
３に対するシステム改良である。ＮＯＭＡは電力領域において複数のユーザを重畳する。
例えば、２つのユーザに関する信号は同一周波数を占有し得る。しかしながら、２つのユ
ーザからの信号は異なる電力レベルであってよい。２つのユーザ例において、１つのユー
ザのＵＥはベース層ＵＥ（例えば、ワイヤレスデバイス４０４）と称されることができ、
別のユーザのＵＥは、エンハンスメント層ＵＥ（例えば、ワイヤレスデバイス４０６）と
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称されることができる。
【０１２３】
　[00135]例となるＮＯＭＡ通信システムはエンハンスメント層信号を干渉として取り扱
い、ベース層ＵＥ、すなわちワイヤレスデバイス４０４を直接復号することができる。エ
ンハンスメント層ＵＥ、すなわちワイヤレスデバイス４０６は、エンハンスメント層信号
を復号する前にベース層信号のあるタイプの干渉除去を実行することができる。
【０１２４】
　[00136]いくつかの例において本明細書において説明されるようにベース層ＵＥは「レ
ガシー」デバイスであり得る。レガシーＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成されていない
または予め構成されていないＵＥであり得る。言い換えれば、「レガシー」ＵＥは、ＮＯ
ＭＡ関連シグナリングおよびＮＯＭＡ受信を取り扱うために特別に設計されてはいない。
レガシーＵＥがＮＯＭＡ通信のために予め構成されていないという事実にも拘らずレガシ
ーＵＥはＮＯＭＡ通信システムにおいて機能することができる。なぜならば、基地局、例
えばｅＮＢ４０２は、レガシーＵＥおよびエンハンスメント層ＵＥの両方と互換性があり
、また本明細書において説明されるシステムおよび方法を使用するＮＯＭＡ通信と互換性
がある方法でレガシーＵＥとの通信を構成するからである。
【０１２５】
　[00137]いくつかの例において、レガシーＵＥはＮＯＭＡの導入前にまたはＮＯＭＡの
使用前に設計されたＵＥであり得る。しかしながら、レガシーＵＥはまたＮＯＭＡ機能性
を単に含まないＮＯＭＡの導入後に設計されたＵＥであってもよい。ワイヤレスデバイス
４０４がベース層デバイスである場合、ワイヤレスデバイス４０４もまた「レガシー」デ
バイスであってもよい。従って、ワイヤレスデバイス４０４は、ＮＯＭＡ通信のために予
め構成されていないＵＥであり得る。本明細書において説明されるシステムおよび方法は
、そのようなデバイスがＮＯＭＡ通信のために設計されていないとしても、レガシーＵＥ
がＮＯＭＡ内で機能することを可能にするのでワイヤレスデバイス４０４は（知らずに）
ＮＯＭＡ通信内で通信することができる。
【０１２６】
　[00138]いくつかのシステムにおいて両方のＵＥ、すなわち、ベース層ＵＥおよびエン
ハンスメント層ＵＥはＮＯＭＡを使用した送信を処理するように構成されたＵＥであり得
る。本明細書において説明される様々なシステムおよび方法は、ベース層ＵＥがレガシー
デバイスであることを可能にする。レガシーデバイスは、一般的にＮＯＭＡのために予め
構成されていない任意のデバイスであろう。しかしながら、本明細書において説明される
システムおよび方法が、ベース層ＵＥがＮＯＭＡのために予め構成されていないデバイス
であることを可能にするように構成される一方で、これらのシステムおよび方法は一般に
両方のＵＥ、すなわち、ベース層ＵＥおよびエンハンスメント層ＵＥがＮＯＭＡを使用す
る送信を処理するように構成されるときＮＯＭＡ通信のための能力を維持することが理解
されるであろう。
【０１２７】
　[00139]ベース層デバイスがＮＯＭＡ通信の一部であるＮＯＭＡ動作のために構成され
ていないことを許容するシステムおよび方法は、ＮＯＭＡが使用される、より高いチャン
スを提供し得る。ベース層ＵＥがＮＯＭＡのために予め構成されていないデバイスである
ことを許容するシステムおよび方法は、ペアリングに関して、限定は、より少ないであろ
う。というのは、ベース層ＵＥがＮＯＭＡのために予め構成されていないデバイスである
ことを許容するシステムおよび方法は、両方のＵＥがＮＯＭＡ動作のために予め構成され
ている必要はないからである。従って、多種多様のデバイスがＮＯＭＡ通信システムにお
いて関与し得る。一般的に、本明細書において説明されるシステムおよび方法は、レガシ
ーＵＥがＮＯＭＡ動作のために構成されているＵＥとペアリングされることを許容するが
、これらのシステムおよび方法はまた、両方のＵＥがＮＯＭＡのために予め構成されてい
るＵＥであることを許容し得ることが理解されるであろう。
【０１２８】
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　[00140]本明細書において説明されるいくつかの例となるシステムおよび方法は基準信
号設計、例えば、セル－固有の基準信号（ＣＲＳ）および復調－基準信号（ＤＭ－ＲＳ）
に関係され得る。本明細書において説明されるいくつかの例となるシステムおよび方法は
、シグナリング設計に関係され得る。しかしながら、一般にレガシーＵＥに関してシグナ
リングの変更は出来ない。ＮＯＭＡのために予め構成されていないＵＥにおけるシグナリ
ングは一般に固定され得る。
【０１２９】
　[00141]いくつかの例において、ＮＯＭＡ通信システム４００はセル－固有の基準信号
を使用することができる。セル－固有の基準信号が使用されるとき、トラフィック電力比
は、ＮＯＭＡのために予めに構成されていないワイヤレスデバイス４０４、例えば、レガ
シーＵＥに対する時間より先にシグナリングされることができる。しかしながら、いくつ
かの例においてトラフィック電力比のシグナリングはＱＰＳＫに適用されなくてもよい。
ＱＰＳＫが使用されるとき、一般にはトラフィック電力比の制限はない。
【０１３０】
　[00142]ＮＯＭＡ動作の場合、レガシーＵＥであり得るベース層ＵＥのデータリソース
エレメントはエンハンスメント層ＵＥに関するデータの別の層でオーバーレイされること
ができる。従って、ＮＯＭＡ動作の場合、ＮＯＭＡに関して予め構成されないベース層Ｕ
Ｅのデータリソースエレメントは、エンハンスメント層ＵＥに関するデータの別の層でオ
ーバーレイされることができる。オーバーレイは、セル－固有の基準信号を「クリーン(c
lean)」に保持する間に生じることができる。言い換えれば、セル－固有の基準信号の周
波数上でオーバーレイされる信号はない。一般に、ＮＯＭＡに関して予め構成されないＵ
Ｅ、例えば、レガシーＵＥのデータリソースエレメントのトラフィック電力比は送信され
たセル－固有の基準信号に従うであろう。
【０１３１】
　[00143]１例示システムにおいて、基地局は一般に、セル－固有の基準信号に関してさ
らなる信号を送信はしないであろう。（セル－固有の基準信号は、「クリーン」である。
）セル－固有の基準信号に関してさらなる信号を送信することは、チャネル推定およびチ
ャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）生成に関して全てのＵＥに影響し得る。
【０１３２】
　[00144]１つの問題はＮＯＭＡに関して予め構成されていないＵＥがセル－固有の基準
信号リソースエレメントに関してよりノイズの少ないチャネルを有し、他のデータリソー
スエレメントに関してはよりノイズの多いチャネルを有することである。言い換えれば、
ＮＯＭＡに関して予め構成されていないＵＥにおいて、セル－固有の基準信号リソースエ
レメントに関するチャネルは、他のデータリソースエレメントに関するチャネルよりもよ
り高い信号品質で受信することができる。しかしながら、ＮＯＭＡに関して予め構成され
ていないＵＥはデータリソースエレメント品質劣化に気が付いていない。
【０１３３】
　[00145]性能損失を制限するために、いくつかの例では、基地局はレガシーＵＥを制限
することができる。レガシーＵＥ、例えばＮＯＭＡに関して予め構成されていないＵＥは
、このシナリオに関するＱＰＳＫで変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）を使用すること
が制限されるかもしれない。ＱＰＳＫを使用することは、劣化されたチャネル上の情報の
欠如からの性能損失を制限することができる。
【０１３４】
　[00146]いくつかの例において、エンハンスメント層ＵＥ、例えば、ワイヤレスデバイ
ス４０６は、復調のために同一のセル－固有の基準信号を使用し得るが、エンハンスメン
ト層ＵＥ向けの復調信号のための別個のトラフィック電力比を使用し得る。エンハンスメ
ント層ＵＥがベース層トラフィック電力比を「知っている（aware）」ことが理解される
であろう。エンハンスメント層ＵＥは、ベース層信号が適切にキャンセルされ得るように
、ベース層トラフィック電力比に関係するシグナリングを受信し得る。
【０１３５】



(22) JP 6599535 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

　[00147]いくつかの例において、ＮＯＭＡ通信システム４００は、復調－基準信号に基
づき得る。本明細書において説明されるように、復調－基準信号に基づく通信システムは
、２つのオプションを含み得る。第１のオプションは、一般的に、上記で議論されたセル
－固有の基準信号ベースの設計と同様である。
【０１３６】
　[00148]復調－基準信号が使用されるとき、ＮＯＭＡのために予め構成されていないＵ
Ｅ、例えば、レガシーＵＥについて、トラフィック電力比は、０ｄＢであり得る。一般的
に、このことは、不変であり得る。ＮＯＭＡ動作の下、ＮＯＭＡのために予め構成されて
いないＵＥ、例えば、レガシーベース層ＵＥのデータリソースエレメントは、エンハンス
メント層ＵＥのデータリソースエレメントとオーバーレイされ得る。
【０１３７】
　[00149]いくつかの例において、共通の復調－基準信号が、２つのＵＥｓ間で共有され
得る。共有復調－基準信号に対する（over）ベース層ＵＥのトラフィック電力比は、０ｄ
Ｂであり得る。
【０１３８】
　[00150]いくつかの例において、エンハンスメント層ＵＥのトラフィック電力比は、エ
ンハンスメント層ＵＥにシグナリングされ得る。エンハンスメント層ＵＥのトラフィック
電力比のシグナリングは、例えば、パケットデータ制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または無
線リソース制御（ＲＲＣ）を使用するシグナリングで、黙示的に（例えば、ＣＥＭＡで）
または明示的に、のいずれかであり得る。
【０１３９】
　[00151]いくつかの例において、ＮＯＭＡのために予め構成されていないＵＥ、例えば
、レガシーベース層ＵＥは、劣化された（degraded）データチャネルを受信し得る。しか
しながら、ＮＯＭＡのために予め構成されていないＵＥは、劣化されたデータチャネルを
知らない。いくつかの例において、基地局は、ＱＰＳＫを用いるＭＣＳを使用するように
、ＮＯＭＡのために予め構成されていないＵＥを限定し得る。ＱＰＳＫを使用することは
、パフォーマンスロスを制限し得る。
【０１４０】
　[00152]いくつかの例において、エンハンスメント層ＵＥは、０ｄＢであるベース層Ｕ
Ｅについてのトラフィック電力比で予め構成され得る。従って、ベース層ＵＥについての
トラフィック電力比を送信するためにシグナリングは必要ない。エンハンスメント層ＵＥ
は、情報、すなわち、ベース層ＵＥのためのトラフィック電力比（例えば、０ｄＢ）を既
に保有するので、そのような送信無しで適切な干渉除去を実行し得る。エンハンスメント
層ＵＥは、それ自身の信号をセルフトラフィック電力比で復調し得る。セルフトラフィッ
ク電力比は、変調オーダー分割（modulation order split）によって暗示されるかまたは
決定され得る。
【０１４１】
　[00153]復調－基準信号に基づく第２のオプションは、上記で議論した復調－基準信号
に基づく第１のオプションの問題に対処し得る。上記で議論した復調－基準信号に基づく
第１のオプションの１つの潜在的問題は、ＮＯＭＡのために予め構成されていないＵＥｓ
、例えば、レガシーベース層ＵＥｓについて、データリソースエレメント品質が、セル間
干渉に起因して復調－基準信号品質よりも悪いことである。従って、第２のオプションは
、レガシーベース層ＵＥ復調－基準信号、すなわち、ＮＯＭＡのために予め構成されてい
ないＵＥによる使用に向けられた復調－基準信号とオーバーラップするエンハンスメント
層復調－基準信号を導入する。
【０１４２】
　[00154]いくつかの例において、エンハンスメント層復調－基準信号は、エンハンスメ
ント層データと同一の電力レベルを有し得る。一般的に、エンハンスメント層復調－基準
信号は、レガシー復調－基準信号よりも、より低い電力レベルであり得る。追加的に、エ
ンハンスメント層復調－基準信号は、ベース層ＵＥがエンハンスメント層復調－基準信号
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をノイズと解釈し、エンハンスメント層復調－基準信号をベース層復調－基準信号、例え
ば、レガシー復調－基準信号と混同してしまわないように、異なる擬似ランダムシーケン
スを使用する。（いくつかのケースにおいて、例えば、２つのＮＯＭＡ構成ＵＥｓが一緒
にペアとされたとき、ベース層復調－基準信号は、１つのＮＯＭＡ構成ＵＥに送信される
であろうことが理解されるであろう）。
【０１４３】
　[00155]エンハンスメント層復調－基準信号は、別個に順番に並べられ、ベース層ＵＥ
に対するノイズのように振る舞う。ベース層復調－基準信号に対するベース層ＵＥのトラ
フィック電力比は、０ｄＢであり得る。エンハンスメント層復調－基準信号に対するエン
ハンスメント層ＵＥのトラフィック電力比は、０ｄＢであり得る。
【０１４４】
　[00156]いくつかの例において、ベース層復調－基準信号およびエンハンスメント層復
調－基準信号間の電力比は、エンハンスメント層ＵＥにシグナリングされ得る。シグナリ
ングは、ＰＤＣＣＨまたはＲＲＣを使用するシグナリングで、黙示的（例えば、ＣＥＭＡ
で）または明示的のいずれかであり得る。
【０１４５】
　[00157]ベース層ＵＥは、劣化されたデータリソースエレメントおよび劣化された復調
－基準信号マッチングを認識し（see）得る。ベース層復調－基準信号からのチャネル推
定および／または干渉推定は、データリソースエレメントにおいて認識されるチャネルと
マッチングし得る。
【０１４６】
　[00158]いくつかの例において、エンハンスメント層ＵＥは、ベース層復調－基準信号
およびエンハンスメント層復調－基準信号の両方を知っている（is aware of）。エンハ
ンスメント層ＵＥは、チャネル推定を実行するために、（例えば、典型的に、より低エネ
ルギーレベルであるエンハンスメント層復調－基準信号のみを使用することに代えて）２
つの復調－基準信号を一緒に組み合わせ（combined）し得る。両方のデータ層ＵＥについ
てトラフィック電力比が知られ得るので、エンハンスメント層ＵＥは、ベース層信号につ
いて干渉除去をよりよく実行でき得、エンハンスメント層ＵＥは、エンハンスメント層Ｕ
Ｅに送信された信号を復調することができ得る。
【０１４７】
　[00159]全ての上記の設計の中で、ＮＯＭＡのために予め構成されていないＵＥｓ、例
えば、レガシーＵＥｓが、ＮＯＭＡ通信ネットワークにおいて働くことを可能にするため
に、ベース層についてのトラフィック電力比は、ベース層ＵＥのために選択されたトラフ
ィック電力比に従い得る。ベース層のための複数の空間層が存在する場合、レガシー設計
は、トラフィック電力比からの総割り当てから、電力を複数の空間層にわたって一様に分
割し得る。別のトラフィック電力比は、エンハンスメント層ＵＥのために使用され得る。
エンハンスメント層ＵＥのためのトラフィック電力比は、エンハンスメント層ＵＥのため
の基準信号電力比へのデータを定義する。いくつかの例において、エンハンスメント層Ｕ
Ｅのためのトラフィック電力比は、無線リソース制御（ＲＲＣ）によるシグナリングであ
るか、またはダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）中にあり得る。
【０１４８】
　[00160]共有空間層のための一様な組み合わされたコンステレーションが使用されると
き、空間層において、エンハンスメント層電力は、ベース層電力および変調オーダー分割
（modulation order split）によって決定され得る。エンハンスメント層ＵＥのためにエ
ンハンスメント層のみの空間層が存在する場合、それらのエンハンスメント層のみの空間
層のための合計電力は、共有空間層におけるエンハンスメント層トラフィック電力比およ
びエンハンスメント層電力から計算され得る。以下に図５に関連して議論されるように、
いくつかの例において、複数のエンハンスメント層にわたって、電力は、一様に分割され
得る。
【０１４９】
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　[00161]共有空間層のための一様な組み合わされたコンステレーションが使用されない
とき、エンハンスメント層トラフィック電力比が合計エンハンスメント層電力を決定する
。以下に図６に関連して議論されるように、エンハンスメント層を送信するために使用さ
れる全ての空間層にわたって、エンハンスメント層電力は、一様に分割され得る。
【０１５０】
　[00162]図５は、複数の空間層にわたるベース層およびエンハンスメント層のための電
力を説明する図である。図５は、２つの空間層（１、２）を使用するベース層、および４
つの空間層（１、２、３、４）を使用するエンハンスメント層を有する例を説明。例にお
けるベース層トラフィック電力比は、ベース層について２ｍＷの合計電力を示す。図５に
おいて説明されるように、１ｍＷが、空間層１および空間層２にわたって一様に分割する
レガシー設計に従う各層について使用される。共有空間層（１、２）について、エンハン
スメント層ＵＥは、ＱＰＳＫがベース層によって使用され、ＱＰＳＫがエンハンスメント
層のために使用されていることを知るようにプログラムされ得る。このことから、１つの
層内の電力分割は、４：１であると推論され得る。従って、これらの２つの層におけるエ
ンハンスメント層電力は、０．２５ｍＷ、すなわち、１ｍＷの１／４であろう。エンハン
スメント層ＵＥはまた、エンハンスメント層ＵＥのトラフィック電力比を１．５ｍＷの合
計電力に変える（translate）シグナリングを受信し得る。従って、空間層３、４に１ｍ
Ｗ（１．５ｍＷ－（０．２５ｍＷ×２）＝１ｍＷ）の合計電力が存在する。１ｍＷが層３
および層４間に、空間層３および４の各々において０．５ｍＷ（１ｍＷ／２＝０．５ｍＷ
）の電力で分割される。
【０１５１】
　[00163]図６は、複数の空間層にわたるベース層およびエンハンスメント層についての
電力を説明する別の図である。図６の説明された例において、ベース層は、２つの空間層
（１、２）を使用し、エンハンスメント層は、４つの空間層（１、２、３、４）を使用す
る。ベース層トラフィック電力比は、ベース層について合計２ｍＷを示す。従って、１ｍ
Ｗが、空間層にわたって一様に分割するレガシー設計に従う２つの層の各々について使用
される。エンハンスメント層ＵＥは、エンハンスメント層ＵＥのトラフィック電力比を１
．５ｍＷの合計電力に変えるシグナリングを受信し得る。図６において説明されるように
、エンハンスメント層ＵＥは、変調オーダー分割限定なしに、４つの層にわたって均一に
分割されるようにプログラムされる。従って、１．５ｍＷの電力は、４つの層にわたって
均一に分割され、各層に関して０．３７５ｍＷの電力の結果となるであろう。
【０１５２】
　[00164]図７は、本明細書において説明されるシステムおよび方法に従う、基地局にお
けるＮＯＭＡ通信の方法のフローチャート７００である。方法は、ｅＮＢ（例えば、図１
のｅＮＢ１０２、図３のｅＮＢ３１０、または図４のｅＮＢ４０２）によって実行され得
る。ブロック７０２において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３１０、４０２は、ベー
ス層上で第１のＵＥのための第１のデータリソースエレメントを送信する。（この例にお
いて、「第１のＵＥ」は、ＮＯＭＡ通信のために予め構成されていないＵＥであり得るベ
ース層ＵＥであり得る。図１１に関連して議論された例において、「第１のＵＥ」は、Ｎ
ＯＭＡ通信のために構成されているＵＥであり得る。）第１のＵＥは、図１のＵＥ１０４
、図３のＵＥ３５０、または図４のワイヤレスデバイス４０４、４０６のうちの１つであ
り得る（図４の例において、ワイヤレスデバイス４０４は、第１のＵＥであり得る）。第
１のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成されていない。言い換えれば、第１のＵＥは、Ｎ
ＯＭＡ通信のために予め構成されていない。第１のＵＥは、ＮＯＭＡ関連シグナリングお
よびＮＯＭＡ受信を取り扱うために特別に設計されてはいない。追加的に、いくつかの例
において、第１のＵＥ復調－基準信号と比較して（relative to）第１のＵＥトラフィッ
ク電力比は、０ｄＢであり得る。
【０１５３】
　[00165]トラフィック電力比は、信号、例えば、スケジューリング信号または合計送信
エネルギーの部分（fraction）を構成する他の信号に割り振りされる合計送信エネルギー
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の部分（fraction）である。復調－基準信号は、パイロット信号である。いくつかの例に
おいて、第１のＵＥのためのトラフィック電力比は、復調－基準信号に対して０ｄＢであ
り（これはまた、ｄＢで測定され得）、第２のＵＥトラフィック電力比は、エンハンスメ
ント層復調－基準信号に対して０ｄＢである。
【０１５４】
　[00166]ブロック７０４において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３１０、４０２は
、エンハンスメント層上で第２のＵＥのためのデータを送信する。第２のＵＥは、図１の
ＵＥ１０４、図３のＵＥ３５０、または図４のワイヤレスデバイス４０４、４０６のうち
の１つであり得る。（図４の例において、ワイヤレスデバイス４０６は、第２のＵＥと仮
定される。）第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成されている。ベース層は、エンハ
ンスメント層とオーバーレイされる。例えば、オーバーレイモードにおいて、例えば、Ｌ
ＴＥネットワークに対する全周波数帯域は、ベース層およびエンハンスメント層について
、２つの部分に分割され得る。追加的に、いくつかの例において、第２のＵＥのためのデ
ータは、第２のＵＥのための第２のデータリソースエレメントであり得る。
【０１５５】
　[00167]ブロック７０６において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３１０、４０２は
、基準信号を送信する。１つの例において、基準信号は、セル－固有の基準信号であり得
る。別の例において、基準信号は、復調－基準信号であり得る。
【０１５６】
　[00168]復調－基準信号を使用するいくつかの例において、復調－基準信号は、第１の
ＵＥのための復調－基準信号を含み得る。復調－基準信号を使用する他の例において、復
調－基準信号は、２つの復調－基準信号を実際含み得る。例えば、復調－基準信号は、第
２のＵＥのためのエンハンスメント層復調－基準信号、およびベースバンド復調－基準信
号、例えば、第１のＵＥのための復調－基準信号を含み得る。いくつかの例において、第
２のＵＥ、エンハンスメント層ＵＥは、エンハンスメント層復調－基準信号および第１の
ＵＥのための復調－基準信号の両方を使用し得る。第２のＵＥエンハンスメント層復調－
基準信号および第１のＵＥ復調－基準信号は、オーバーラップし得る。
【０１５７】
　[00169]オプションで、ブロック７０８において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３
１０、４０２は、第１のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに第１のＵ
Ｅが従うべき第１のＵＥのトラフィック電力比を送信する。例えば、第１のＵＥがＮＯＭ
Ａ通信におけるベース層ＵＥであるとき、第１のＵＥトラフィック電力比は、第１のＵＥ
によって使用され得る。
【０１５８】
　[00170]オプションで、ブロック７１０において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３
１０、４０２は、第１のＵＥを、４相位相変調（ＱＰＳＫ）を使用する変調および符号化
スキームに限定するための信号を送信する。本明細書において説明されるように、ＱＰＳ
Ｋを使用することは、第１のＵＥにおける誤りを制限し得る。
【０１５９】
　[00171]オプションで、ブロック７１２において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３
１０、４０２は、１つの空間層が第１のＵＥおよび第２のＵＥによって共有されていると
き、変調オーダーペア（modulation order pair）を使用して、ベース層電力からエンハ
ンスメント層電力を決定する。決定は、組み合わされたコンステレーション（combined c
onstellation）、例えば、エンハンスメント層および空間層が一様である、例えば、エン
ハンスメント層の電力および空間層の電力が等しいと、限定されるとき、なされ得る。第
１のＵＥは、ベース層ＵＥであり得、第２のＵＥは、エンハンスメント層ＵＥであり得る
。
【０１６０】
　[00172]図８は、本明細書において説明されるシステムおよび方法に従う、基地局にお
けるＮＯＭＡ通信の方法のフローチャート８００である。図８は、エンハンスメント層の
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空間層電力を計算する方法を説明する。
【０１６１】
　[00173]ブロック８０２において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３１０、４０２は
、ベース層空間層の数を決定する。図５および６の例において、ベース層は、２つの空間
層を有する。
【０１６２】
　[00174]ブロック８０４において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３１０、４０２は
、エンハンスメント層空間層の数を決定する。図５および６の例において、エンハンスメ
ント層は、４つの空間層を有する。
【０１６３】
　[00175]ブロック８０６において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３１０、４０２は
、ベース層についてのトラフィック電力比に基づいて、合計ベース層電力を決定する。図
５および６の例において、合計ベース層電力は、２ｍＷである。
【０１６４】
　[00176]ブロック８０８において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３１０、４０２は
、各共有空間層上のエンハンスメント層電力を、その空間層の所与の変調オーダーペアを
用いて計算する。空間層の所与の変調オーダーペアを用いて、各共有空間層上のエンハン
スメント層電力を計算することは、各共有空間層上のエンハンスメント層送信電力に基づ
き得る。
【０１６５】
　[00177]ブロック８１０において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３１０、４０２は
、共有空間層における合計エンハンスメント層電力を計算する。例えば、各共有空間層上
のエンハンスメント層送信電力に基づく計算されたエンハンスメント層電力は、共有空間
層における合計エンハンスメント層電力を計算するために使用され得る。例えば、各共有
空間層上のエンハンスメント層送信電力が、一緒に加えられ得る。
【０１６６】
　[00178]ブロック８１２において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３１０、４０２は
、全ての層にわたる合計エンハンスメント層電力を、第２のＵＥトラフィック電力比から
計算する。ある例において、共有空間層における合計エンハンスメント層電力と、第２の
ＵＥトラフィック電力比からの全ての層にわたる合計エンハンスメント層電力との差は、
エンハンスメント層のみの空間層に利用可能な合計エンハンスメント層電力である。言い
換えれば、全ての層にわたる合計エンハンスメント層電力は、エンハンスメント層のみの
空間層に利用可能な合計エンハンスメント層電力、プラス、共有空間層における合計エン
ハンスメント層電力、に等しくあり得る。全ての層にわたる合計エンハンスメント層電力
は、全ての層にわたる合計エンハンスメント層電力が、エンハンスメント層のみの空間層
に利用可能な合計エンハンスメント層電力と、共有空間層における合計エンハンスメント
層電力との間で共有されているときのみ、エンハンスメント層のみの空間層に利用可能な
合計エンハンスメント層電力、プラス、共有空間層における合計エンハンスメント層電力
、に等しくあり得る。
【０１６７】
　[00179]ブロック８１４において、基地局、例えば、ｅＮＢ１０２、３１０、４０２は
、エンハンスメント層のみの空間層に利用可能な合計エンハンスメント層電力を、全ての
エンハンスメント層のみの空間層間で一様に分割する。例えば、エンハンスメント層のみ
の空間層に利用可能な合計エンハンスメント層電力は計算された後、エンハンスメント層
のみの空間層の合計数で割られ得、当該合計数のエンハンスメント層のみの空間層の各々
は、その電力の量を使用し得る。
【０１６８】
　[00180]図９は、本明細書において説明されるシステムおよび方法に従う、ＮＯＭＡ通
信のために構成されたＵＥにおけるＮＯＭＡ通信の方法のフローチャート９００である。
ＵＥは、例えば、図１のＵＥ１０４、図３のＵＥ３５０、または図４のワイヤレスデバイ
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ス４０４、４０６のうちの１つであり得る。（図４の例において、ワイヤレスデバイス４
０６は、第２のＵＥと仮定される。）図９において説明される方法は、第１のＵＥにおけ
るＮＯＭＡ通信の方法である。第１のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成され得る。（こ
の例において、「第１のＵＥ」は、ＮＯＭＡ通信のために構成されているＵＥであり得る
。図１１に関連して議論された例において、「第１のＵＥ」は、ＮＯＭＡ通信のために予
め構成されていないＵＥであり得るベース層ＵＥであり得る）。
【０１６９】
　[00181]ブロック９０２において、ＵＥ、例えば、ＵＥ１０４、３５０またはワイヤレ
スデバイス４０４、４０６は、ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信する
。第１のデータリソースエレメントは、第２のＵＥのために構成されている。第２のＵＥ
のためのデータは、第２のＵＥのための第２のデータリソースエレメントを備える。第２
のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために予め構成されていない。
【０１７０】
　[00182]ブロック９０４において、ＵＥ（例えば、第２のＵＥ）、例えばＵＥ１０４、
３５０またはワイヤレスデバイス４０４、４０６は、エンハンスメント層上で第１のＵＥ
のためのデータを受信する。ベース層は、エンハンスメント層とオーバーレイされる。
【０１７１】
　[00183]ブロック９０６において、ＵＥ、例えば、ＵＥ１０４、３５０またはワイヤレ
スデバイス４０４、４０６は、基準信号を受信する。いくつかの例において、基準信号は
、セル－固有の基準信号であり得る。他の例において、基準信号は、復調－基準信号であ
り得る。基準信号が復調－基準信号を備える例において、復調－基準信号は、第１のＵＥ
のための復調－基準信号であり得る。いくつかの例において、復調－基準信号は、２つの
復調－基準信号を含み得る。２つの信号は、第１のＵＥのためのエンハンスメント層復調
－基準信号と、第２のＵＥのための復調－基準信号とであり得る。第１のＵＥのためのエ
ンハンスメント層復調－基準信号と、第２のＵＥのための復調－基準信号とは、オーバー
ラップし得る。いくつかの例は、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つの
ために、第２のＵＥのための復調－基準信号、およびエンハンスメント層復調－基準信号
を使用し得る。例えば、第２のＵＥのための復調－基準信号の電力、およびエンハンスメ
ント層復調－基準信号の電力は、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つの
ために使用され得る。例えば、チャネル推定は、第２のＵＥのための復調－基準信号の電
力、およびエンハンスメント層復調－基準信号の電力に基づき得る。例えば、干渉推定は
、第２のＵＥのための復調－基準信号の電力とエンハンスメント層復調－基準信号の電力
との比較に基づき得る。
【０１７２】
　[00184]ブロック９０８において、ＵＥ、例えば、ＵＥ１０４、３５０またはワイヤレ
スデバイス４０４、４０６は、第２のＵＥのための第１のデータリソースエレメントをキ
ャンセルし得る。ＵＥはまた、第１のＵＥのためのデータを復号し得る。ＵＥが、第２の
ＵＥのための第１のデータリソースエレメントをキャンセルするとき、第２のＵＥのため
の第１のデータリソースエレメントは、使用されない。
【０１７３】
　[00185]選択的に、ブロック９１０において、ＵＥ、例えば、ＵＥ１０４、３５０また
はワイヤレスデバイス４０４、４０６は、第１のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層Ｕ
Ｅであるときに第１のＵＥが従うべき第１のＵＥのトラフィック電力比を受信する。
【０１７４】
　[00186]選択的に、ブロック９１２において、ＵＥ、例えば、ＵＥ１０４、３５０また
はワイヤレスデバイス４０４、４０６は、セル－固有の基準信号（cell-specific refere
nce signal）を使用して、第１のデータリソースエレメントを復調し、第１のＵＥトラフ
ィック電力比とは区別された別個のトラフィック電力比を使用して、第２のＵＥのための
データを復調する。例えば、別個のトラフィック電力比は、特に、第２のＵＥのための別
個のトラフィック電力比、例えば、第２のＵＥトラフィック電力比であり得、一方、第１
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のＵＥトラフィック電力比は、第１のＵＥのみのためであり得る。トラフィック電力比は
、スケジューリング信号のような特別の信号に割り振られた、合計送信エネルギーの部分
（fraction）であり得る。従って、第１のＵＥトラフィック電力比は、第１のＵＥのため
のスケジューリング信号のような特別の信号に割り振られた、合計送信エネルギーの部分
であり得、一方、第２のＵＥトラフィック電力比は、第２のＵＥのためのスケジューリン
グ信号のような特別の信号に割り振られた、合計送信エネルギーの部分であり得る。
【０１７５】
　[00187]選択的に、ブロック９１４において、ＵＥ、例えば、ＵＥ１０４、３５０また
はワイヤレスデバイス４０４、４０６は、干渉除去を実行する。例えば、ＵＥは、第１の
ＵＥであり得る。干渉は、第２のＵＥによって引き起こされ得る。第１のＵＥは、第１の
ＵＥのためのデータを受信するための情報を有し得る。第１のＵＥはまた、第２のＵＥの
ためのデータを受信するための情報を有し得る。第２のＵＥに送信されたデータは、第１
のＵＥにおいて干渉を引き起こし得る。第１のＵＥは、第２のＵＥのためのデータを受信
するための情報に関係したデータを使用して、干渉を除去し得る。
【０１７６】
　[00188]図１０は、例示的な装置１００２における異なる手段／コンポーネント間のデ
ータフローを例示する概念的データフロー図１０００である。装置１００２は、ｅＮＢで
あり得る。装置１００２は、例えば、第１のＵＥ１０５０または第２のＵＥ１０５２から
送信１０１４を受信し得る受信コンポーネント１００４と、ベース層上で第１のＵＥ１０
５０のための第１のデータリソースエレメント１０１６を送信するベース層コンポーネン
ト１００６と、エンハンスメント層上で第２のＵＥ１０５２のためのデータ１０１８を送
信するエンハンスメント層コンポーネント１００８と、そして、基準信号を含む信号１０
２０を送信する送信コンポーネント１０１０とを含む。送信コンポーネントは、第１のＵ
ＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに従うべき第１のＵＥトラフィック電
力比、すなわち、第１のＵＥによって使用されるトラフィック電力比、を送信し得る。追
加的に、送信コンポーネントは、第１のＵＥを、ＱＰＳＫを使用する変調および符号化ス
キームに限定するための信号を送信し得る。
【０１７７】
　[00189]ある例において、装置１００２は、空間層が第１のＵＥおよび第２のＵＥによ
って共有されているとき、変調オーダーペア（modulation order pair）を使用して、ベ
ース層電力からエンハンスメント層電力を決定する決定コンポーネント１０１２をさらに
含み得る。ベース層電力からエンハンスメント層電力を決定することは、組み合わされた
コンステレーションが一様であると限定されているとき実行され得る。第１のＵＥ１０５
０は、ベース層ＵＥであり得る。第２のＵＥ１０５２は、エンハンスメント層ＵＥであり
得る。受信コンポーネント１００４は、受信コンポーネントによって第１のＵＥ１０５０
または第２のＵＥ１０１４から受信されたデータ１０２２、１０２４、１０２６のような
受信されたデータ１０２２、１０２４、１０２６をパスし得る。送信１０１４から決定コ
ンポーネント１０１２、ベース層コンポーネント１００６、および／またはエンハンスメ
ント層コンポーネント１００８に。決定コンポーネントは、決定モジュールによってなさ
れた決定１０２８を、送信コンポーネントのような他のコンポーネントにパスし得る。決
定１０２８は、空間層が第１のＵＥおよび第２のＵＥによって共有されているとき、組み
合わされたコンステレーションが一様であると限定されているとき、変調オーダーペアを
使用して、ベース層電力からエンハンスメント層電力を決定することであり得る。
【０１７８】
　[00190]装置は、前述された図７－８のフローチャートにおけるアルゴリズムのブロッ
クの各々を実行する追加のコンポーネントを含み得る。そのようであるので、前述された
図７－８のフローチャートにおける各ブロックは、コンポーネントによって実行され、装
置は、それらのコンポーネントのうちの１つ以上を含み得る。コンポーネントは、特に、
記載されたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成された１つ以上のハードウェア
コンポーネントであるか、記載されたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成され
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たプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒
体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組み合わせかであり得る。
【０１７９】
　[00191]図１１は、例示的な装置１１０２における異なる手段／コンポーネント間のデ
ータフローを例示する概念的データフロー図１１００である。装置は、ＵＥであり得る。
装置１１０２は、信号１１２０、例えば、基準信号を受信する受信コンポーネント１１０
４と、ベース層上で第１のデータリソースエレメント１１１６を受信するベース層コンポ
ーネント１１０６と、エンハンスメント層上で第１のＵＥのためのデータ１１１８を受信
するエンハンスメント層コンポーネント１１０８と、第２のＵＥ１１５４のための第１の
データリソースエレメントをキャンセルするキャンセレーション（cancellation）コンポ
ーネント１１１２と、および第１のＵＥ１１５２のためのデータを復号する復号コンポー
ネントとを含む。キャンセレーションコンポーネント１１１２は、データ１１３０を受信
コンポーネント１１０４から受信し、キャンセレーション（cancellation）１１２２を通
信し得る。ベース層コンポーネント１１０６は、データ１１２４を送信コンポーネント１
１１０に通信し得る。エンハンスメント層コンポーネント１１０８は、データ１１２６を
送信コンポーネント１１１０に通信し得る。送信コンポーネント１１１０は、データ１１
２８を１つ以上の基地局１１５０、第１のＵＥ１１５２、または第２のＵＥ１１５４に送
信し得る。
【０１８０】
　[00192]受信コンポーネント１１０４は、第２のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層
ＵＥであるときに第２のＵＥが従うべき第２のＵＥ１１５４のトラフィック電力比を受信
し得る。追加的に、受信コンポーネント１１０４は、セル－固有の基準信号を使用して、
第１のデータリソースエレメントを復調し得、第２のＵＥ１１５４トラフィック電力比と
は区別された別個のトラフィック電力比を使用して、第２のＵＥ１１５４のためのデータ
を復調すること。
【０１８１】
　[00193]装置は、前述された図８－９のフローチャートにおけるアルゴリズムのブロッ
クの各々を実行する追加のコンポーネントを含み得る。そのようであるので、前述された
図８－９のフローチャートにおける各ブロックは、コンポーネントによって実行され、装
置は、それらのコンポーネントのうちの１つ以上を含み得る。コンポーネントは、特に、
記載されたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成された１つ以上のハードウェア
コンポーネントであるか、記載されたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成され
たプロセッサによって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒
体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組み合わせかであり得る。
【０１８２】
　[00194]図１２は、処理システム１２１４を採用する装置１００２’についてのハード
ウェア実装の例を例示する図１２００である。処理システム１２１４は、バス１２２４に
よって一般的に表示されるバスアーキテクチャで実装され得る。バス１２２４は、処理シ
ステム１２１４の特定の用途と全体的な設計の制約に依存して、任意の数の相互接続バス
およびブリッジを含み得る。バス１２２４は、プロセッサ１２０４、コンポーネント１０
０４、１００６、１００８、１０１０、１０１２、およびコンピュータ可読媒体／メモリ
１２０６によって表示される、１つ以上のプロセッサおよび／またはハードウェアコンポ
ーネントを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１２２４はまた、タイミングソース
、周辺機器、電圧レギュレータ、電力管理回路のような様々な他の回路をリンクさせ得る
が、これらは、当該技術でよく知られているので、これ以上説明しない。
【０１８３】
　[00195］処理システム１２１４は、トランシーバ１２１０に結合され得る。トランシー
バ１２１０は、１つ以上のアンテナ１２２０に結合される。トランシーバ１２１０は、送
信媒体を通して他の様々な装置と通信する手段を提供する。トランシーバ１２１０は、１
つ以上のアンテナ１２２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽出し、抽出さ
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れた情報を処理システム１２１４に提供する。特に、受信コンポーネントは、１つ以上の
ＵＥｓからデータを受信し得る。加えて、トランシーバ１２１０は、処理システム１２１
４から情報を受信する。特に、送信コンポーネントは、ベース層上で第１のＵＥのための
第１のデータリソースエレメントを送信する。第１のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成
され得ないであろう。送信コンポーネントは、エンハンスメント層上で第２のＵＥのため
のデータを送信し得る。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成され得る。ベース層は
、エンハンスメント層でオーバーレイされ得る。追加的に、送信コンポーネントは、基準
信号を送信し得る。
【０１８４】
　[00196]受信した情報に基づいて、１つ以上のアンテナ１２２０に適用される信号を生
成する。処理システム１２１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１２０６に結合された
プロセッサ１２０４を含む。プロセッサ１２０４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１２
０６上に記憶されたソフトウェアの実施を含む、一般の処理に対して責任を負う。このソ
フトウェアは、プロセッサ１２０４によって実施されるとき、処理システム１２１４に、
任意の特定の装置に関して後に説明される様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒
体／メモリ１２０６はまた、ソフトウェアを実施するとき、プロセッサ１２０４によって
操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システム１２１４は、コンポーネ
ント１００４、１００６、１００８、１０１０、１０１２のうちの少なくとも１つをさら
に含む。コンポーネントは、プロセッサ１２０４中で実行中であるか、コンピュータ可読
媒体／メモリ１２０６中に存在する／記憶されたソフトウェアコンポーネントであるか、
プロセッサ１２０４に結合された１つ以上のハードウェアコンポーネントであるか、また
はそれらの何らかの組み合わせかであり得る。処理システム１２１４は、ｅＮＢ３１０の
コンポーネントであり得、メモリ３７６および／または少なくとも１つのＴＸプロセッサ
３１６、ＲＸプロセッサ３７０、およびコントローラ／プロセッサ３７５を含み得る。
【０１８５】
　[00197]１つの構成において、ワイヤレス通信のための装置１００２／１００２’は、
ベース層上で第１のＵＥのために第１のデータリソースエレメントを送信するための手段
を含む。第１のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成され得ないであろう。追加的に、ワイ
ヤレス通信のための装置１００２／１００２’は、エンハンスメント層上で第２のＵＥの
ためにデータを送信するための手段を含む。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために構成さ
れ得る；ここにおいて、ベース層は、エンハンスメント層でオーバーレイされる。さらに
、ワイヤレス通信のための装置１００２／１００２’は、基準信号を送信するための手段
を含む。
【０１８６】
　[00198]１つの構成において、ワイヤレス通信のための装置１００２／１００２’は、
第１のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに第１のＵＥが従うべき第１
のＵＥのトラフィック電力比を送信するための手段を含み得る。１つの構成において、ワ
イヤレス通信のための装置１００２／１００２’は、第１のＵＥを、ＱＰＳＫを使用する
変調および符号化スキームに限定するための信号を送信するための手段を含み得る。１つ
の構成において、ワイヤレス通信のための装置１００２／１００２’は、空間層が第１の
ＵＥおよび第２のＵＥによって共有されているとき、組み合わされたコンステレーション
が一様であると限定されているとき、変調オーダーペアを使用して、ベース層電力からエ
ンハンスメント層電力を決定するための手段を含み得る。第１のＵＥは、ベース層ＵＥを
含み得、第２のＵＥは、エンハンスメント層ＵＥを含み得る。
【０１８７】
　[00199]前述された手段は、前述された手段によって記載された機能を実行するように
構成された装置１００２の処理システム１２１４および／または、装置１００２の１つ以
上の前述されたコンポーネント、であり得る。先に述べたように、処理システム１２１４
は、ＴＸプロセッサ３１６と、ＲＸプロセッサ３７０と、コントローラ／プロセッサ３７
５とを含み得る。そのようであるので、１つの構成において、前述した手段は、前述した
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手段によって記載された機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ３１６、ＲＸプ
ロセッサ３７０、コントローラ／プロセッサ３７５であり得る。
【０１８８】
　[00200]前述された手段は、前述された手段によって記載された機能を実行するように
構成された装置１００２の処理システム１２１４および／または、装置１００２の１つ以
上の前述されたコンポーネントであり得る。先に述べたように、処理システム１２１４は
、ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプロセッサ３５６と、コントローラ／プロセッサ３５９
とを含み得る。そのようであるので、１つの構成において、前述した手段は、前述した手
段によって記載された機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ３６８、ＲＸプロ
セッサ３５６、コントローラ／プロセッサ３５９であり得る。
【０１８９】
　[00201]図１３は、処理システム１３１４を採用する装置１１０２’についてのハード
ウェア実装の例を例示する図１３００である。処理システム１３１４は、バス１３２４に
よって一般的に表示されるバスアーキテクチャで実装され得る。バス１３２４は、処理シ
ステム１３１４の特定の用途と全体的な設計の制約に依存して、任意の数の相互接続バス
およびブリッジを含み得る。バス１３２４は、プロセッサ１３０４、コンポーネント１１
０４、１１０６、１１０８、１１１０、１１２、およびコンピュータ可読媒体／メモリ１
３０６によって表示される、１つ以上のプロセッサおよび／またはハードウェアコンポー
ネントを含む様々な回路を互いにリンクする。バス１３２４はまた、タイミングソース、
周辺機器、電圧レギュレータ、電力管理回路のような様々な他の回路をリンクさせ得るが
、これらは、当該技術でよく知られているので、これ以上説明しない。
【０１９０】
　[00202］処理システム１３１４は、トランシーバ１３１０に結合され得る。トランシー
バ１３１０は、１つ以上のアンテナ１３２０に結合される。トランシーバ１３１０は、送
信媒体を通して他の様々な装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ１３１０
は、１つ以上のアンテナ１３２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽出し、
抽出された情報を処理システム１３１４に提供する、特に、受信コンポーネントは、ベー
ス層上で第１のデータリソースを受信し得る。第１のデータリソースエレメントは、第２
のＵＥのために構成されているであろう。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信のために予め構成
され得ないであろう。受信コンポーネントは、エンハンスメント層上で第１のＵＥのため
のデータを受信し得る。ベース層は、エンハンスメント層でオーバーレイされ得る。受信
コンポーネントは、基準信号を受信し得る。加えて、トランシーバ１３１０は、処理シス
テム１３１４から情報を受領する。特に、送信コンポーネントは、基地局または他のＵＥ
ｓにデータを送信し得る。
【０１９１】
　[00203]受信した情報に基づいて、１つ以上のアンテナ１３２０に適用される信号を生
成する。処理システム１３１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１３０６に結合された
プロセッサ１３０４を含む。プロセッサ１３０４は、コンピュータ可読媒体／メモリ１３
０６上に記憶されたソフトウェアの実施を含む、一般の処理に対して責任を負う。このソ
フトウェアは、プロセッサ１３０４によって実施されるとき、処理システム１３１４に、
任意の特定の装置に関して後に説明される様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒
体／メモリ１３０６はまた、ソフトウェアを実施するとき、プロセッサ１３０４によって
操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システム１３１４は、コンポーネ
ント１１０４、１１０６、１１０８、１１１０、１１１２のうちの少なくとも１つをさら
に含む。コンポーネントは、プロセッサ１３０４中で実行中であるか、コンピュータ可読
媒体／メモリ１３０６中に存在する／記憶されたソフトウェアコンポーネントであるか、
プロセッサ１３０４に結合された１つ以上のハードウェアコンポーネントであるか、また
はそれらの何らかの組み合わせかであり得る。処理システム１３１４は、ＵＥ３５０のコ
ンポーネントであり得、メモリ３６０および／または少なくとも１つのＴＸプロセッサ３
６８、ＲＸプロセッサ３５６、およびコントローラ／プロセッサ３５９を含み得る。
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【０１９２】
　[00204]１つの構成において、ワイヤレス通信のための装置１１０２／１１０２’は、
ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信するための手段を含む。第１のデー
タリソースエレメントは、第２のＵＥのために構成される。第２のＵＥは、ＮＯＭＡ通信
のために予め構成されていない。ワイヤレス通信のための装置１１０２／１１０２’は、
エンハンスメント層上で第１のＵＥのためのデータを受信するための手段を含む。ベース
層は、エンハンスメント層でオーバーレイされる。追加的に、ワイヤレス通信のための装
置１１０２／１１０２’は、基準信号を受信するための手段を含む。さらに、ワイヤレス
通信のための装置１１０２／１１０２’は、第２のＵＥのための第１のデータリソースエ
レメントをキャンセルし、および第１のＵＥのためのデータを復号するための手段を含む
。
【０１９３】
　[00205]他の例において、ワイヤレス通信のための装置１１０２／１１０２’は、第２
のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに第２のＵＥが従うべき第２のＵ
Ｅトラフィック電力比を受信するための手段を含み得る。
【０１９４】
　[00206]他の例において、ワイヤレス通信のための装置１１０２／１１０２’は、セル
－固有の基準信号を使用して、第１のデータリソースエレメントを復調するための手段と
、第２のＵＥトラフィック電力比とは区別された別個のトラフィック電力比を使用して、
第２のＵＥのためのデータを復調するための手段を含み得る。
【０１９５】
　[00207］前述された手段は、前述された手段によって記載された機能を実行するように
構成された装置１１０２’の処理システム１３１４および／または装置１１０２の１つ以
上の前述されたコンポーネントであり得る。先に述べたように、処理システム１３１４は
、ＴＸプロセッサ３６８と、ＲＸプロセッサ３５６と、コントローラ／プロセッサ３５９
とを含み得る。そのようであるので、１つの構成において、前述した手段は、前述した手
段によって記載された機能を実行するように構成されたＴＸプロセッサ３６８、ＲＸプロ
セッサ３５６、コントローラ／プロセッサ３５９であり得る。
【０１９６】
　[00208]開示されたプロセス／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階
層は、例示的アプローチの例示であることが理解される。設計の優先性に基づいて、これ
らのプロセス／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層は、並べ替えら
れ得るということが理解される。さらに、いくつかのブロックは、組み合わされるか、ま
たは省略され得る。添付の方法の請求項は、サンプルの順序において様々なブロックの要
素を提示しているが、提示された特定の順序または階層に限定されるようには意図されて
いない。
【０１９７】
　[00209］先の説明は、当業者に、本明細書において説明された様々な態様の実現を可能
にさせるために提供されている。これらの態様への様々な変更は、当業者には容易に明ら
かになり、本明細書で定義される包括的な本質は、他の態様に適用され得る。よって、請
求項は、本明細書で指し示される態様に限定されることは意図されておらず、しかし請求
項の用語と一貫する全ての範囲が与えられるべきであり、ここにおいて単数形の要素への
参照は、特別にそのように述べられない限り「１つおよびただ１つ」を意味するように意
図されず、むしろ「１つ以上の」を意味するように意図される。用語「例示的」は、本明
細書において、「例、事例、または実例としての役割を果たす」という意味で使用される
。「例示的」なものとして本明細書において説明される任意の態様は、必ずしも、他の態
様よりも好ましい、または利点を有するものと解釈されるべきではない。そうでないこと
が特に述べられていない限り、用語「いくつかの」は、１つ以上のことを指している。「
Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「１つ以上のＡ、Ｂ、およびＣ」、および
「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはこれらの任意の組み合わせ」のような組み合わせは、Ａ、Ｂ、およ
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び／またはＣの任意の組み合わせを含み、複数のＡ、複数のＢ、または、複数のＣを含み
得る。特に、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「１つ以上のＡ、Ｂ、およ
びＣ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはこれらの任意の組み合わせ」のような組み合わせは
、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢ、ＡとＣ、ＢとＣ、またはＡとＢとＣであることがで
き、ここで、このような任意の組み合わせが、Ａ、Ｂ、またはＣの１つ以上のメンバーあ
るいは複数のメンバーを含み得る。当業者に既知である、あるいは後に知られることにな
る、本開示全体にわたって説明された様々な態様のエレメントに対する全ての構造的およ
び機能的な均等物は、参照によって本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によっ
て包含されるよう意図されている。さらにまた、本明細書において開示されたものが、特
許請求の範囲中に明示的に列挙されているか否かにかかわらず、公共に捧げられることを
意図していない。用語「モジュール」、「メカニズム」、「エレメント」、「デバイス」
、およびそのようなものは、用語「手段」の代わりではないであろう。そのようであるの
で、どの特許請求の範囲の要素も、要素が「のための手段」というフレーズを明確に使用
して記載されていない限り、手段プラス機能（means plus function）として解釈される
べきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　基地局における非直交多元接続（ＮＯＭＡ）通信の方法であって、
　ベース層上で第１のユーザ機器（ＵＥ）のための第１のデータリソースエレメントを送
信することと、前記第１のＵＥはＮＯＭＡ通信のために構成されていない、
　エンハンスメント層上で第２のＵＥのためのデータを送信することと、前記第２のＵＥ
はＮＯＭＡ通信のために構成されており、ここにおいて、前記ベース層は前記エンハンス
メント層とオーバーレイされる、および
　基準信号を送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記基準信号はセル－固有の基準信号を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第１のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに前記第１のＵＥが従
うべき第１のＵＥのトラフィック電力比を送信することをさらに備える、Ｃ２に記載の方
法。
［Ｃ４］
　前記第１のＵＥを４相位相変調（ＱＰＳＫ）を使用する変調および符号化スキームに限
定するための信号を送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　第１のＵＥの復調－基準信号に対する第１のＵＥのトラフィック電力比は、０ｄＢであ
る、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記基準信号は復調－基準信号を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記復調－基準信号は、第１のＵＥのエンハンスメント層復調－基準信号および第２の
ＵＥの復調－基準信号を備え、ここにおいて、前記第１のＵＥのための前記第１のＵＥの
エンハンスメント層復調－基準信号と前記第２のＵＥの復調－基準信号とはオーバーラッ
プし、前記方法は、前記第１のＵＥのエンハンスメント層復調－基準信号および前記第２
のＵＥの復調－基準信号を、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つのため
に使用することをさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のＵＥのためのトラフィック電力比は、前記復調－基準信号に対して０ｄＢで
あり、前記第２のＵＥのトラフィック電力比は、前記エンハンスメント層復調－基準信号
に対して０ｄＢである、Ｃ７に記載の方法。
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［Ｃ９］
　空間層が前記第１のＵＥおよび前記第２のＵＥによって共有されているとき、組み合わ
されたコンステレーションが一様であると限定されているとき、変調オーダーペアを使用
してベース層電力からエンハンスメント層電力を決定することをさらに備え、ここにおい
て、前記第１のＵＥはベース層ＵＥを備え、前記第２のＵＥはエンハンスメント層ＵＥを
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　第１のユーザ機器（ＵＥ）における非直交多元接続（ＮＯＭＡ）通信の方法であって、
前記第１のＵＥはＮＯＭＡ通信のために構成されており、前記方法は、
　ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信することと、前記第１のデータリ
ソースエレメントは第２のＵＥのために構成されており、前記第２のＵＥはＮＯＭＡ通信
のために予め構成されていない、
　エンハンスメント層上で前記第１のＵＥのためのデータを受信することと、前記ベース
層は前記エンハンスメント層とオーバーレイされる、
　基準信号を受信することと、および
　前記第２のＵＥのための前記第１のデータリソースエレメントをキャンセルし、前記第
１のＵＥのための前記データを復号することと
　を備える、方法。
［Ｃ１１］
　前記基準信号はセル－固有の基準信号を備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第２のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層ＵＥであるときに前記第２のＵＥが従
うべき第２のＵＥのトラフィック電力比を受信することをさらに備える、Ｃ１１に記載の
方法。
［Ｃ１３］
　前記セル－固有の基準信号を使用して前記第１のデータリソースエレメントを復調する
ことと、前記第２のＵＥのトラフィック電力比とは区別された別個のトラフィック電力比
を使用して前記第２のＵＥのための第２のデータを復調することと、をさらに備える、Ｃ
１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記基準信号は、復調－基準信号を備える、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記復調－基準信号は、第１のＵＥの復調－基準信号を備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記復調－基準信号は、第１のＵＥのエンハンスメント層復調－基準信号および第２の
ＵＥの復調－基準信号を備え、ここにおいて、前記第１のＵＥのための前記第１のＵＥの
エンハンスメント層復調－基準信号と前記第２のＵＥの復調－基準信号とはオーバーラッ
プし、前記方法は、前記第１のＵＥのエンハンスメント層復調－基準信号および前記第２
のＵＥの復調－基準信号を、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つのため
に使用することをさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］
　非直交多元接続（ＮＯＭＡ）通信のための基地局であって、
　メモリと、および
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、を備え、前記少なくとも１つ
のプロセッサは、
　ベース層上で第１のユーザ機器（ＵＥ）のための第１のデータリソースエレメントを送
信することと、前記第１のＵＥはＮＯＭＡ通信のために構成されていない、
　エンハンスメント層上で第２のＵＥのためのデータを送信することと、前記第２のＵＥ
はＮＯＭＡ通信のために構成されており、ここにおいて、前記ベース層は前記エンハンス
メント層とオーバーレイされる、および
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　基準信号を送信することと
　を行うように構成される、基地局。
［Ｃ１８］
　前記基準信号はセル－固有の基準信号を備える、Ｃ１７に記載の基地局。
［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層
ＵＥであるときに前記第１のＵＥが従うべき前記第１のＵＥのためのトラフィック電力比
を送信するようにさらに構成される、Ｃ１８に記載の基地局。
［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１のＵＥを４相位相変調（ＱＰＳＫ）を使
用する変調および符号化スキームに限定するための信号を送信するようにさらに構成され
る、Ｃ１７に記載の基地局。
［Ｃ２１］
　前記基準信号は、復調－基準信号を備える、Ｃ１７に記載の基地局。
［Ｃ２２］
　前記第１のＵＥのための復調－基準信号で除算された第１のＵＥのトラフィック電力比
は０ｄＢである、Ｃ２１に記載の基地局。
［Ｃ２３］
　前記復調－基準信号は、第２のＵＥのエンハンスメント層復調－基準信号および第１の
ＵＥの復調－基準信号を備え、ここにおいて、前記第２のＵＥのエンハンスメント層復調
－基準信号および前記第１のＵＥの復調－基準信号、Ｃ２１に記載の基地局。
［Ｃ２４］
　前記第１のＵＥのためのトラフィック電力比は前記復調－基準信号に対して０ｄＢであ
り、前記第２のＵＥのトラフィック電力比はエンハンスメント層復調－基準信号に対して
０ｄＢである、Ｃ２１に記載の基地局。
［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、空間層が前記第１のＵＥおよび前記第２のＵＥに
よって共有されているとき、組み合わされたコンステレーションが一様であると限定され
ているとき、変調オーダーペアを使用してベース層電力からエンハンスメント層電力を決
定するようにさらに構成され、ここにおいて、前記第１のＵＥはベース層ＵＥを備え、前
記第２のＵＥはエンハンスメント層ＵＥを備える、Ｃ１７に記載の基地局。
［Ｃ２６］
　ＮＯＭＡ通信のために構成された第１のユーザ機器（ＵＥ）を備える装置であって、前
記第１のＵＥは、
　メモリと、および
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、を備え、前記少なくとも１つ
のプロセッサは、
　ベース層上で第１のデータリソースエレメントを受信することと、前記第１のデータリ
ソースエレメントは第２のＵＥのために構成されており、前記第２のＵＥはＮＯＭＡ通信
のために予め構成されていない、
　エンハンスメント層上で前記第１のＵＥのためのデータを受信することと、前記ベース
層は前記エンハンスメント層とオーバーレイされる、
　基準信号を受信することと、および
　前記第２のＵＥのための前記第１のデータリソースエレメントをキャンセルし、前記第
１のＵＥのための前記データを復号することと、
　を行うように構成される、装置。
［Ｃ２７］
　前記基準信号は、セル－固有の基準信号を備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第２のＵＥがＮＯＭＡ通信におけるベース層



(36) JP 6599535 B2 2019.10.30

ＵＥであるときに前記第２のＵＥが従うべき前記第２のＵＥのためのトラフィック電力比
を受信するようにさらに構成される、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記セル－固有の基準信号を使用して前記第１の
データリソースエレメントを復調し、前記第２のＵＥのトラフィック電力比とは区別され
た別個のトラフィック電力比を使用して第２のＵＥのための第２のデータを復調するよう
にさらに構成される、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記基準信号は、復調－基準信号を備える、Ｃ２６に記載の装置。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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